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　国庫
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グ市債6．4％
出金5．2％
6％
支
ヰ

県

繰入金

費
％
生
忍
民
旧

教育費
14．1％

土木費
2L6％

歳出

総務費
12．3％費

％
債
』
公
η

その他3．口％

議会費
労働費
響響費／

　　L商工費6．2％
＿衛生費6．1％

農林水産業費5．3％

費3．3％消防

韓灘

　
平
成
三
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定

例
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
・

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

二
百
十
三
億
三
百
万
円
で
、
対
前
年

度
比
の
伸
び
率
は
八
・
一
％
（
一
般

会
計
は
百
三
十
八
億
二
千
五
百
万
円

伸
び
率
四
・
六
％
）
で
す
。

平成3年度の会計別予算

◆一般会計……138億2，500万円

◆特別会計………74億7，800万円

・国民健康保険……21億7，700万円

・簡易水道……6億2，300万円

・下水道……17億9，960万円

・老人保健……27億9，370万円

・農業集落排水一……・・3，470万円

・駐　車　場…………5，000万円

総　　計　　　213億300万円

　
今
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

　
　
　
　
　
ヤ

は
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
た
「
長

期
発
展
計
画
」
の
実
施
計
画
を
最
優

先
し
、
「
交
流
を
通
し
若
者
が
活
き
づ

く
産
業
文
化
都
市
」
実
現
に
向
け
て

の
二
年
次
目
と
し
て
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

　
市
の
財
政
は
、
依
然
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
中
で
、

健
全
財
政
に
努
め
、
市
債
を
極
力
抑

え
な
が
ら
単
独
事
業
の
生
活
道
路
建

設
な
ど
緊
急
度
・
重
要
度
を
考
慮
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
①
福
祉
対
策

②
農
村
地
域
の
基
盤
整
備
　
③
生
活

関
連
道
路
の
整
備
　
④
克
雪
・
利
雪

対
策
　
⑤
教
育
・
文
化
施
設
の
整
備

⑥
北
越
北
線
関
連
整
備
　
⑦
リ
ゾ
ー

ト
開
発
　
⑧
駅
西
地
区
土
地
区
画
整

理
等
を
進
め
る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
に
わ
た
り
予
算
の
効
率
的

な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
予
算
の
重
点
を
次
の
項

目
に
力
点
を
入
れ
て
編
成
し
ま
し
た
。

①
生
活
関
連
道
路
六
十
七
路
線
の
整

備
　
②
専
任
担
当
医
師
を
設
置
し
公

衆
衛
生
の
充
実
を
図
る
　
③
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
　
④
市
史

の
刊
行
　
⑤
火
焔
型
土
器
を
中
心
と

し
た
博
物
館
、
考
古
展
示
室
の
開
設

⑥
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」

の
開
設
　
⑦
在
宅
障
害
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
助
成
等
　
⑧
ゴ
ミ
焼
却
場
の
建

設
な
ど
で
す
。

　
今
月
は
、
平
成
三
年
度
予
算
の
新

規
事
業
を
、
長
期
発
展
計
画
の
五
本

の
柱
に
そ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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一
　
コト
て

ジ
　
　

い
y
、
臥

　
1
　
　
』

羅

ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る

　
北
越
北
線
開
業
に
向
け
て

　
平
成
八
年
度
の
開
業
を
目
指
し
、

北
越
北
線
の
建
設
は
工
事
の
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
特
に
、
六
日
町
ー
十

日
町
駅
間
で
は
来
年
秋
か
ら
の
試
験

列
車
の
走
行
を
控
え
、
駅
構
内
で
の

高
架
橋
工
事
、
架
線
、
レ
ー
ル
の
敷

設
工
事
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
本
体
工
事
の
進
捗
に
併
せ
、

十
日
町
市
が
実
施
し
ま
す
各
駅
の
駅

前
広
場
の
整
備
が
、
今
年
か
ら
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。
十
日
町
駅
西
口

広
場
は
、
八
、
五
〇
〇
平
方
㌶
の
う

魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の

　
　
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

レ
《

繋

市民の憩いの場を提供　十日町駅西口広場デザイン

、
峯
　
　
ン

ち
二
、
一
五
四
平
方
㌶
の
用
地
取
得

を
図
り
、
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、

実
施
計
画
の
策
定
や
、
調
査
測
量
を

継
続
し
ま
す
。
猿
倉
地
区
に
で
き
ま

す
（
仮
称
）
津
池
駅
関
係
で
は
、
各

種
の
調
査
測
量
を
引
き
続
き
実
施
し
、

約
三
、
八
○
○
平
方
材
の
用
地
取
得

と
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
関
連
道
路
の
整
備

　
　
　
　
　
健
力
を
注
ぎ
ま
す

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

が
道
路
網
の
整
備
で
す
。

　
今
年
度
は
、
道
路
の
新
設
・
改
良

舗
装
工
事
を
進
め
る
た
め
、
単
独
事

業
費
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

田
川
南
線
舗
装
修
繕
工
事
を
は
じ
め

九
路
線
、
川
治
明
石
町
線
改
良
舗
装

工
事
な
ど
五
十
二
路
線
な
ど
生
活
関

連
道
路
六
十
七
路
線
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
四
年
開
通
す
る
妻
有

大
橋
は
、
雪
の
結
晶
を
デ
ザ
イ
ン
し

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
進
め
る
た
め
に
、

関
連
道
路
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま

す
。圃
都
編
而
轡
恩
墓
麗
盤
回

魅
力
あ
る
都
雨
施
設

　
　
　
　
　
　
　
蓬
整
備
し
ま
す

　
都
市
計
画
の
街
路
事
業
は
、
川
治

昭
和
町
線
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
は
、
家
屋
調
査
・
用
地
買
収
・

建
物
移
転
補
償
を
行
い
ま
す
。
平
成

八
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
延
長
二
九

六
㌶
、
幅
員
一
五
㌶
（
車
道
九
材
、

歩
道
三
㌶
×
二
）
総
事
業
費
十
億
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
流
雪
溝
整
備
で
は
、
緑
道
敷
地
内

に
送
水
管
を
四
カ
所
布
設
し
ま
す
。

併
せ
て
融
消
雪
施
設
事
業
を
六
カ
所

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
は
克
雪
都
市
計
画
課
の
中
に
区

画
整
理
係
を
新
設
し
、
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
の
た
め
地
権
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
事
業
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

雪
に
強
麟
諜
参

　
　
　
　
づ
《
頓
を
進
め
ま
す

　
融
消
雪
関
係
で
は
、
市
役
所
前
で

歩
道
融
雪
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
実
験
事

業
を
継
続
し
、
田
中
町
西
地
内
に
お

い
て
は
雪
を
水
と
混
合
し
ポ
ン
プ
輸

送
す
る
融
消
雪
プ
ラ
ン
ト
実
験
事
業

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
の
保
存
、
利
用
実
験
事

業
は
観
光
・
農
業
等
に
広
く
利
用
展

開
を
図
る
た
め
、
量
と
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
は
雪
水
保

存
施
設
、
塩
之
又
森
林
公
園
に
は
、

大
き
な
雪
山
が
作
ら
れ
、
春
か
ら
夏

に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　
克
雪
住
宅
づ
く
り
に
も
、
引
き
続

い
て
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

主
要
事
業
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
・
万
円
）

〈
道
路
交
通
網
と
北
越
北
線
（
第
三
セ
ク

　
タ
ー
方
式
）
の
整
備
〉

・
北
越
北
線
関
連
整
備
（
十
日
町
駅
西
口

　
広
場
、
津
池
駅
前
広
場
の
測
量
、
用
地

　
等
）
　
　
　
　
　
　
二
億
四
、
〇
四
八

．
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
修
繕
事
業
（
高
山

城
之
古
線
ほ
か
八
路
線
）
六
、
○
O
O

．
道
路
改
良
舗
装
事
業
（
道
路
改
良
舗
装

　
工
事
分
と
し
て
田
川
南
線
ほ
か
二
八
路

線
）
　
　
　
　
　
　
四
億
六
、
二
六
三

・
妻
有
大
橋
整
備
事
業
負
担
金
（
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
工
事
）
　
　
　
四
、
五
七
〇

〈
魅
力
あ
る
都
市
施
設
（
街
路
、
流
雪
溝

等
）
の
整
備
〉

・
流
雪
溝
及
び
送
水
管
施
設
整
備
事
業

　
（
高
山
春
日
町
線
ほ
か
一
〇
路
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
○
、
九
二
〇

・
街
路
整
備
事
業
（
都
市
計
画
道
路
の
う

ち
川
治
昭
和
町
線
、
稲
荷
町
下
川
原
町

線
）
　
　
　
　
　
　
　
八
、
四
〇
〇

．
河
川
改
修
事
業
（
仕
立
川
、
廿
日
城
川

ほ
か
）
　
　
　
　
　
　
　
一
、
、
三
三
二

〈
克
雪
、
利
雪
、
親
雪
の
推
進
〉

・
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事
業
　
八
○
○

・
雪
保
存
利
用
実
験
事
業
（
雪
の
プ
ラ
ン

ト
実
験
や
雪
を
保
存
利
用
し
た
通
年
イ

ベ
ン
ト
の
推
進
）
　
　
　
　
　
三
三
〇
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安全で快適な

暮らしよい

まちづくり

快
適
な
生
活
、
環
境
の

　
　
　
　
　
整
備
蓬
進
め
ま
す

　
十
日
町
市
は
、
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
上
水
道
施
設
・
簡
易

水
道
施
設
の
整
備
、
さ
ら
に
生
活
雑

排
水
や
工
場
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚

れ
を
防
止
す
る
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
施
設
の
整
備
を
進
め
、
快

適
な
環
境
を
お
届
け
す
る
た
め
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
市
街
地
が
ほ
ぼ

終
了
し
、
現
在
川
治
地
区
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
リ

ゾ
ー
ト
開
業
に
向
け
一
部
下
水
道
管

の
布
設
工
事
を
本
年
度
着
手
い
た
し

ま
す
。
併
せ
て
、
将
来
の
需
要
量
の

増
加
に
備
え
て
、
下
水
処
理
セ
ン
タ

ー
の
増
設
を
す
る
た
め
の
調
査
を
開

始
い
た
し
ま
す
。

　
上
水
道
、
簡
易
水
道
も
建
設
を
進

画
岱
繍
活
懇
環
馨
境
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾
灘
灘

め
ま
す
。
上
水
道
は
八
箇
地
区
等
を

整
備
し
、
簡
易
水
道
は
水
沢
地
区
等

に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
家
庭
の
ゴ
ミ
を
減
量
化
し
、
堆
肥

化
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

希
望
者
に
処
理
容
器
（
七
〇
〇
個
）

や
堆
肥
化
促
進
剤
（
一
、
四
〇
〇
個
）

の
負
担
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を

新
た
に
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
経
費
削
減
に

つ
な
が
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

が
運
営
し
て
い
る
ご
み
焼
却
場
は
、

昭
和
四
十
二
年
に
建
設
、
四
十
九
年

に
増
設
さ
れ
、
両
市
町
の
環
境
衛
生

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
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長年両市町の環境衛生に貢献してきた焼却炉
最新の設備で生まれ変わります

懸
織
ヤ年
々
増
え
る
ご
み
の
量
と
老
朽
化
に

耐
え
ら
れ
ず
、
本
年
度
新
し
く
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
す
る
新
清
掃
工
場
は
、
こ
れ

ま
で
の
焼
却
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き

く
変
え
、
美
観
に
も
十
分
配
慮
し
た

建
物
に
、
最
新
の
公
害
防
止
設
備
を

備
え
た
近
代
的
な
清
掃
工
場
と
な
り

ま
す
。
建
設
予
定
地
は
、
現
在
の
第

一
焼
却
場
を
撤
去
し
た
跡
地
に
計
画

し
、
平
成
五
年
度
供
用
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
、
炉
形
式
で
准
連
続
式
焼

却
炉
（
一
日
十
六
時
間
運
転
）
、
一
日

九
十
五
，
ン
の
処
理
能
力
が
あ
り
、
有

害
ガ
ス
除
去
装
置
、
ク
ロ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
（
無
放
流
）
な
ど
の
公
害
防
止

装
置
が
あ
り
ま
す
。

公
園
の
整
備
墨
緑
化
事
業
を

　
　
　
　
　
　
発
実
さ
せ
ま
す

　
市
民
が
毎
日
を
明
る
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
人
間
性

豊
か
な
う
る
お
い
で
す
。
今
年
度
も

公
園
の
整
備
や
緑
化
事
業
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　
十
日
町
市
総
合
公
園
に
、
昨
年
野

球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
屋
外
便
所
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
憩
い

の
場
、
下
条
中
央
公
園
に
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
場
照
明
工
事
、
舗
装
工
事
を
行

い
、
あ
じ
さ
い
公
園
も
整
備
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
引
き
続
き
、
緑
道
、
水

の
広
場
の
整
備
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森

の
造
成
工
事
に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

安
全
な
轟
蚕
．
防
災
救
助
の

　
　
　
　
体
制
灘
整
備
し
ま
す

　
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
は
、

防
災
、
救
急
、
救
助
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
、
消
防
本
部
で
は
救
助
工

作
車
を
一
台
購
入
し
ま
す
。
一
段
と

機
能
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
桑
原
地
域
に
あ
る
水

防
倉
庫
を
改
築
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
交
通
安
全
を
図
る
た
め

市
道
の
区
画
線
の
整
備
や
街
灯
の
設

置
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

〈
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
〉

・
公
共
下
水
道
事
業
（
川
治
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
九
億
二
、
三
一
五

・
上
水
道
建
設
事
業
（
八
箇
地
区
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
二
億
二
、
六
七
五

・
簡
易
水
道
建
設
事
業
（
水
沢
地
区
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
二
億
九
、
一
五
七

・
市
道
区
画
線
等
整
備
事
業
　
　
九
〇
〇

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
億
七
、
一
〇
八

・
生
ご
み
処
理
容
器
及
び
堆
肥
化
促
進
剤

補
助
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
七

〈
公
園
整
備
〉

・
十
日
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業
（
バ
ッ

ク
ス
タ
リ
ー
ン
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
屋

外
便
所
の
設
置
）
　
　
　
三
、
三
四
〇

・
下
条
中
央
公
園
・
あ
じ
さ
い
公
園
整
備

事
業
（
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
照
明
電
気
設

備
、
舗
装
工
事
）

・
緑
道
・
水
の
広
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
九
二
六

・
総
合
公
園
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
）
造
成

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇

〈
防
災
、
救
急
、
救
助
体
制
の
充
実
〉

・
救
助
工
作
車
整
備
　
　
　
四
、
五
五
〇

・
桑
原
水
防
倉
庫
改
築
事
業
　
　
二
〇
〇
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健
康
と
豊
か
な
福
祉
は
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

　
十
日
町
市
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
・
児
童

福
祉
体
制
の
充
実
や
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
体
制

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
磁
繊
鑓
漢
を

　
　
　
　
よ
嬢
蝋
選
進
め
ま
す

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
が
、
気
軽
に

ま
ち
に
出
か
け
て
社
会
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基

本
料
金
を
助
成
し
て
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
身
体
障
害
者
の
体

灘灘灘

育
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

第
七
地
区
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
子
・
父
子
等
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

医
療
費
の
自
己
負
担
額
か
ら
外
来
月

八
百
円
、
入
院
一
日
四
百
円
を
差
し

引
い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
お
い
て
は
、
㈹
大
井

田
保
育
園
（
現
、
四
日
町
保
育
園
）

の
改
築
に
着
手
し
ま
す
。
大
き
さ
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て

四
五
四
平
方
層
で
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
完
成
し
た
高
山
保

育
所
に
プ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。子どもからお年寄りまで笑顔で暮らせるまち

（市民体育大会）

画
保
薦
健
飼
・
籔
福
漏
継
鍵

お
年
寄
総
の
福
麓
を

　
　
　
　
　
　
　
講
嚢
毯
せ
ま
す

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」

が
、
四
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
た
め
の
費

用
（
送
迎
、
生
活
指
導
、
日
常
動
作

訓
練
、
給
食
、
在
宅
者
へ
の
配
食
）

や
リ
フ
ト
バ
ス
、
配
食
車
を
購
入
し
、

車
庫
も
設
置
し
ま
す
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
と
し

て
、
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

や
、
介
護
を
必
要
と
す
る
寝
た
き
り

老
人
に
対
し
て
奉
仕
員
（
二
十
四
人
）

を
派
遣
す
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
寝
た
き
り
老
人

見
舞
金
や
日
常
生
活
用
具
（
ギ
ャ
ツ

チ
ベ
ッ
ト
、
緊
急
通
報
装
置
、
エ
ア

ー
パ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
レ
ス
）
給
付
事

業
、
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老

人
等
に
対
し
て
定
期
的
に
お
む
つ
を

貸
与
す
る
寝
た
き
り
老
人
家
庭
援
助

事
業
も
行
い
ま
す
。

健
康
づ
義
鞭
蓬
検
診
事
業

　
　
　
　
　
犀
麺
灘
無
れ
ま
す

　
新
年
度
は
、
成
人
病
予
防
対
策
に

力
を
入
れ
ま
す
。
基
本
健
診
、
胃
が

ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
の
受
診
率
の
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

中
で
も
、
胃
が
ん
予
防
は
市
の
重
点

㌶撫
検

課
題
と
し
て
啓
も
う
活
動
を
積
極
的

に
行
い
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
で
は
、
三
歳
児
健

康
診
査
の
中
に
視
力
検
査
を
新
た
に

取
り
入
れ
、
小
さ
い
子
ど
も
の
目
の

障
害
を
防
ぎ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
地
域
で
講
演
会
や
研

修
会
を
行
い
健
康
教
育
を
充
実
さ
せ
、

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
も
市
民

の
健
康
ま
つ
り
と
し
て
定
着
し
、
今

年
も
新
し
い
企
画
で
開
催
し
ま
す
。

　
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
嘱
託
医
を

設
置
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

の
資
格
も
あ
る
川
崎
信
夫
先
生
を
迎

え
、
予
防
接
種
・
乳
幼
児
健
診
・
成

人
病
予
防
検
診
・
健
康
教
育
等
公
衆

衛
生
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
併
せ
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理

医
師
と
市
の
産
業
医
を
担
当
し
て
も

ら
い
ま
す
。
勤
務
日
は
週
四
日
（
火

曜
日
か
ら
金
曜
日
）
で
す
。

〈
健
康
の
保
持
、
増
進
と
医
療
体
制
の
充

　
実
〉
．
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
等
検
診
事

業
　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
八
五

・
結
核
・
伝
染
病
等
予
防
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
一

・
地
域
医
療
対
策
事
業
（
地
元
医
師
や
医

　
療
機
関
へ
の
支
援
）
　
　
四
、
九
七
八

・
嘱
託
医
師
の
設
置
　
　
　
　
　
三
七
八

〈
高
齢
者
福
祉
の
充
実
〉

・
平
成
園
車
庫
建
設
及
び
リ
フ
ト
バ
ス
・

　配食

車
購
入
事
業
　
　
　
二
、
四
七
一

．
寝
た
き
り
老
人
家
庭
援
助
事
業
（
家
庭

内
の
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
援
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一

．
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
及
び
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
　
一
、
七
三
四

〈
社
会
福
祉
の
充
実
〉

．
潅
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
身

体
障
審
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て
訓

練
等
を
行
う
）
　
　
　
　
　
　
八
七
三

．
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇

・
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
二
三
二

・
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
（
母

子
、
父
子
の
医
療
費
の
自
己
負
担
軽
減
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
六

・
私
立
保
育
所
施
設
整
備
費
補
助
事
業

　
（
㈹
大
井
田
保
育
園
等
の
助
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
三
九

・
へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業
（
吉
田
保
育

園
ほ
か
七
園
の
運
営
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
一
、
〇
一
八
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◎
教
脅
糊
藁
蠣
饗
懇
撒
繍
膨

心
豊
か
な
人
を

　
　
　
　
　
　
　
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

芸
術
文
継
・
簗
化
財
保
護

地
域
に
撮
慧
繊
難
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
を
進
め
ま
す

　
日
本
一
と
も
言
わ
れ
て
い
る
火
焔

型
土
器
な
ど
笹
山
遺
跡
出
土
品
が
、

県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
さ
ら
に
、
国
文
化
財
指
定
に

向
け
て
調
査
、
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
火
焔
型
土
器
の
レ
プ
リ
カ
（
大

一
、
小
七
基
）
を
製
作
し
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て

進
め
て
い
る
市
史
編
さ
ん
出
版
事
業

は
、
今
年
度
資
料
編
を
刊
行
し
ま
す
。

自
然
編
三
千
部
、
古
代
・
中
世
編
二

千
部
、
近
世
編
〇
二
千
部
。
そ
し
て
、

こ
の
資
料
編
を
補
て
ん
す
る
た
め
学

術
的
資
料
価
値
の
高
い
も
の
を
双
書

と
し
て
併
せ
て
刊
行
し
ま
す
。
ま
た
、

市
史
リ
ポ
ー
ト
と
お
か
ま
ち
や
中
学

生
の
市
史
づ
く
り
の
作
品
も
募
集
し

ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、
芸

術
協
会
の
研
修
会
や
協
会
展
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

　
青
少
年
健
全
育
成
に
も
力
を
注
ぎ

ま
す
。
青
少
年
の
万
引
き
な
ど
に
焦

点
を
あ
て
、
広
報
・
啓
発
活
動
を
行

い
非
行
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会

議
十
周
年
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

騨

国の文化財指定に向け調査・研究を進めています
（笹山遺跡出土・火焔型土器）

学
校
施
設
・
設
、
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
輿
し
ま
す

　
十
日
町
市
は
、
教
育
面
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
二
十
五
力
校
の

教
育
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
下
条
小
学
校
の
屋
内

体
育
館
の
改
修
工
事
を
は
じ
め
、
川

治
小
学
校
プ
ー
ル
（
二
五
×
一
三
材
）

を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
三
・

四
年
生
の
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の

十
日
町
市
」
の
改
訂
を
行
い
カ
ラ
i

版
に
編
集
し
ま
す
。

　
情
報
処
理
能
力
は
、
今
や
学
校
教

育
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
十
日
町
中
・
吉
田
中
に
引
き
続

き
、
今
年
度
は
中
条
中
、
下
条
中
に

各
二
十
二
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
職

員
研
修
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
周
辺
機
器

を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
視
聴
覚
教

材
の
活
用
と
地
域
の
情
報
提
供
を
行

う
た
め
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

も
導
入
し
ま
す
。

　
水
沢
中
学
校
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

整
備
す
る
ほ
か
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
（
約
七
二
〇
材
）
、
野
鳥
観
察
の
森
、

ふ
れ
あ
い
の
芝
生
広
場
（
一
一
〇
〇

平
方
材
）
を
整
備
し
ま
す
。

　
飛
渡
第
一
小
学
校
の
三
ッ
山
・
上

田
原
・
池
谷
の
三
部
落
の
児
童
を
輸

送
す
る
、
十
人
乗
り
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
購
入
し
ま
す
。

閣体
育
・
．
籔
羅
ー
膨
の

　
　
　
　
　
娠
簗
遊
露
り
ま
す

　
十
日
町
市
は
、
「
ス
ポ
！
ツ
健
康
都

市
宣
言
」
を
高
ら
か
に
提
唱
し
て
以

来
、
施
設
の
整
備
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
さ
ら
に
施
設
の
充
実

を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
昭
和
六
十
一

年
完
成
し
た
全
天
候
型
第
二
種
公
認

陸
上
競
技
場
は
、
完
成
以
来
市
民
体

育
大
会
や
小
・
中
・
高
校
の
陸
上
大

会
や
サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
に
数
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
写
真
判
定

装
置
を
購
入
し
、
公
認
検
定
を
更
新

す
る
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
等
の
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
．

　
ま
た
、
笹
山
野
球
場
に
は
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
安
全
を
図
る
た
め
、
フ
ェ
ン

ス
に
ラ
バ
ー
を
張
り
ま
す
。

〈
学
絞
施
設
・
設
備
の
整
備
〉

・
下
条
小
学
校
屋
内
体
育
館
大
規
模
改
造

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
、
　
○
轟
ハ
五

・
川
治
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
五
〇
五

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業
（
中
条
中
、

下
条
中
）
　
　
　
　
　
　
六
、
四
一
〇

・
南
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
蒼
翌

・
十
日
町
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
三
五
三

・
水
沢
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
◎
七
』

・
水
沢
中
学
校
屋
外
教
育
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
五
七

〈
地
域
に
根
ぎ
し
た
教
育
の
振
興
〉

・
市
史
編
さ
ん
出
版
事
業
　
三
、
七
一
五

・
図
書
館
建
設
準
備
事
業
　
　
　
一
八
七

・
生
涯
教
育
事
業
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇

・
青
少
年
健
全
育
成
広
報
啓
発
事
業
五
Q

・
長
寿
化
対
策
事
業
　
　
　
　
　
一
Q
六

〈
芸
術
文
化
・
文
化
財
の
保
護
〉

・
緊
急
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
一
、
五
〇
〇

・
火
焔
型
土
器
レ
プ
リ
カ
製
作
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
四

・
博
物
館
考
古
展
示
場
開
館
記
念
事
業

　
（
特
別
講
演
等
）
　
　
　
　
　
一
一
六

・
芸
術
協
会
育
成
事
業
　
　
　
　
　
三
五

〈
ス
ポ
ー
ツ
振
興
〉

・
陸
上
競
技
場
写
真
判
定
装
置
導
入
等
施

　
設
整
備
事
業
　
　
　
　
　
三
、
一
七
一

・
笹
山
野
球
場
安
全
フ
ェ
ン
ス
ラ
バ
ー
設

　
置
事
業
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇

・
総
合
体
育
館
暗
幕
設
置
事
業
　
一
三
五

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
交
流
の
促
進
〉

・
地
域
集
会
施
設
貸
付
事
業
　
　
四
一
〇

・
国
際
交
流
関
係
事
業
　
　
　
　
七
二
六

6



若者が定着できる

魅力ある産業の活

きづくまちづくり

　　　騰　　霧孫灘難　　　　灘繋鱗　　　難　雛難雛

リ
ゾ
ー
ト
開
発
推
進
に
向
け

　
　
　
　
諸
準
備
を
進
め
ま
す

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
十

日
町
市
の
活
性
化
を
進
め
る
う
え
で
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
得
る
た
め

用
地
交
渉
に
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

11

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
、
下
水
道
、
上
水
道
等

の
整
備
に
伴
う
許
認
可
申
請
の
経
費

や
地
形
図
作
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
リ
ゾ
ー
ト

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

魅
力
あ
る
農
業
経
営
に

向
け
基
盤
整
備
を
図
り
ま
す

　
十
日
町
市
の
農
業
は
、
昔
か
ら
良

質
米
づ
く
り
に
か
け
て
定
評
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
生
産
性
の
高
い
農

業
経
営
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に
土
地

基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、
苗
場
下

段
地
区
、
新
保
工
区
や
吉
田
南
部
、

　
　
　
　
　
嚇
櫃
懸

購
羅
盛

　
　
　
　
　
や
ぼ
タ

　
　
　
　
　
蝋
麹
議
　
　
　
一

　
　
　
　
　
翻
ゴ
・
．
難
蝋

　
　
　
　
　
、
、
＾
纏
蒲
、
羅

難
謬
翻
　
　
鱗

灘
　
　
　
　
耀
蘇
　
　
　
・
　
　
　
　
卜
・

　
還
　
　
・
　
き
－
　
　
象
濃
髄
撫
糊
匝
　
　
・
隔

，
馨
＼蕪雛

叢
謹

濁

黙
醜
欝
灘
難
響

織
産
㎜
業
麟
・
難

島
工
区
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
団

体
営
農
道
整
備
は
川
治
原
地
区
に
着

手
す
る
た
め
調
査
・
設
計
・
用
地
買

収
を
進
め
ま
す
。
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
は
、
姿
に
多
目
的
広
場
、

太
田
島
、
伊
達
、
ニ
ッ
屋
地
内
の
道

路
改
良
を
進
め
ま
す
。

　
林
業
は
、
池
沢
鍬
柄
沢
線
を
開
設

し
、
ま
た
、
塩
之
又
森
林
公
園
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
林
間

歩
道
、
花
木
植
栽
、
東
屋
等
を
設
置

し
ま
す
。

　
農
業
振
興
を
進
め
る
た
め
今
年
度

は
、
背
戸
地
区
に
集
落
開
発
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
集
団
転

作
推
進
奨
励
事
業
を
は
じ
め
、
米
消

費
拡
大
対
策
や
確
立
条
件
整
備
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

翻繍灘

齢
響藤

翻

商
工
業
⑳
振
興
懲

　
　
　
ま
ち
奄
活
気
馨
け
ま
す

　
労
働
力
の
不
足
を
補
い
若
者
の
人

口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
雇
用
対
策

U
タ
ー
ン
促
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

U
タ
ー
ン
希
望
者
を
全
世
帯
に
ハ
ガ

キ
で
照
会
し
、
登
録
者
に
市
内
企
業

の
P
R
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
織
物
の
支
援
と
し
て
、

織
物
組
合
の
新
企
画
で
あ
る
染
商
品

需
要
開
拓
事
業
を
進
め
ま
す
。
こ
れ

は
、
染
呉
服
が
リ
ー
ド
商
品
不
在
の

た
め
新
商
品
の
開
発
と
需
要
の
開
拓

を
進
め
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
情
報
収
集
提
供
事
業
へ
の
支
援
や

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
と
近
代
化

を
図
る
た
め
各
種
助
成
や
融
資
制
度

を
行
い
ま
す
。

通
年
観
尭
癒
設
の
整
備
と

　
　
　
　
資
源
蓬
活
屠
し
ま
す

　
大
池
周
辺
の
観
光
施
設
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
新
た
に
子
ど
も
の
魚
釣

り
場
を
造
成
し
、
釣
り
の
メ
ッ
カ
と

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
五
月
に
全
国
大
井
田

氏
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
合
わ
せ
、
大
井

田
城
跡
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

　
雪
利
用
に
よ
る
観
光
事
業
を
進
め

る
た
め
、
克
雪
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
通
年
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
し
ま
す
。

〈
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
推
進
V

・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
係
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
に
伴
う
対
策
事
業
　
　
　
三
、
二
五
〇

〈
農
業
、
林
業
の
振
興
〉

．
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
苗
場
下
段
地
区
、

　
吉
田
南
部
地
区
の
整
備
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
九
六
一

・
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
川
治
原
地
区

　
の
整
備
〉
　
　
　
　
　
　
六
、
〇
九
〇

．
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
（
椌
木
地

　
区
の
整
備
等
）
　
　
　
　
三
、
七
四
九

・
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
｝
、
一
四
〇

．
県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業
四
二
五

〈
商
工
業
の
振
興
〉

．
雇
用
対
策
U
タ
ー
ン
促
進
事
業
（
U
タ

！
ン
希
望
者
を
登
録
し
、
市
内
企
業
の

　
P
R
や
情
報
の
提
供
等
行
う
）
一
〇
三

・
染
商
品
需
要
開
拓
助
成
事
業
（
産
地
商

品
の
新
商
品
開
発
と
需
要
開
拓
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

・
商
工
業
の
振
興
（
助
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
三
六
〇

・
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
ダ
ー

助
成
事
業
　
　
　
　
　
　
四
、
〇
二
〇

〈
魅
力
あ
る
観
光
の
推
進
V

・
大
好
き
十
日
町
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇

．
大
井
田
城
跡
整
備
事
業
（
通
年
観
光
地

と
し
て
ト
イ
レ
設
置
）
　
　
　
二
五
〇

．
大
池
周
辺
観
光
施
設
整
備
事
業
一
六
〇
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市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
五
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
平
成
三
年
度
一
般
会
計
予
算
．
各

特
別
会
計
予
算
・
水
道
事
業
会
計
予
算
」
「
勤
労
者
体
育
施

設
条
例
」
な
ど
議
案
三
十
九
件
、
請
願
四
件
、
陳
情
五
件
、

意
見
書
二
件
、
決
議
文
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
十
人
の
議
員
が
立
ち
、
平
成
三
年
度
予

算
編
成
方
針
、
教
育
行
政
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
、
リ

ゾ
ー
ト
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
を
可
決

〉o網継＾

一

灘齢

購

条
　
例
　
関
　
係

　
　
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
■
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
…
…
報
酬
月
額
を
議

長
「
三
二
五
、
○
○
○
円
」
を

「
三
四
五
、
○
○
○
円
」
に
、

副
議
長
「
二
六
五
、
○
○
○
円
」

を
「
二
八
○
、
○
○
○
円
」
に

議
員
「
二
四
五
、
○
○
○
円
」

を
コ
一
六
〇
、
○
○
○
円
」
に

引
き
上
げ
ま
す
。
（
四
月
一
日
か

ら
施
行
）

　
■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…

報
酬
月
額
を
市
長
「
七
三
五
、

○
○
○
円
」
を
「
七
六
八
、
○

○
○
円
」
に
、
助
役
「
五
七
四
、

○
○
○
円
」
を
「
五
九
九
、
○

　
、
　
哺
　
響
　
一
　
一
　
ロ
　
リン
　
頃
　
ハ
　
言
　
発
　
K
鑑

蟹
幾
蟹
額
隅

　
一
－
璽
ひ
　
　
酒

I
I
－
I
I
ー
唇
5
1
1
1
5
1
1
1
1
量
ー
1
－
1
5
昏
唇
1
－
I
I
ー
畢
ー
I
I
l
－
I
I
ー
ー
l
I
I
I
艦
l
I
I
ー
量
魯
ー
l
l
－
1
昼
ー
1
－
1
－
1
8
1
－
I
B
－
I
I
量
且
ー
ー
I
I
－
I
l
量
ー
I
I
I
－
1
－
－
ー
1
－
l
l
－
1
ー
聾
ー
1
－
1
－
1
愚
ー
1
ー
ー
ー
昼
1
ー
ー
I
I
l
I
－
I
l
I
－
1
－
I
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

懇
鎌
譲
醍
獣
監
璽
籍
謄
雛
鵡
懲
激
鷺
犠
一

盤
匿
4
ー
匿
脳

　
一

コ

㎜
盤

　
↓
　
奮

郵
卜
－

箋
㎜

　
↓
優
盛

　
一
　
一
　
一

度予算について

機構改革について

第1号者の顕彰記録保存

消防、防災関係について

について

の合併について

後の対応について

治姿勢について

について

度予算について

タイヤ使用禁止について

について

力会の組織について

，について

．について

：について

雪について

1について

一トについて

ついて

算について

度国民健康保険特別会計

1．平成

2．市の・

3．名誉

　につ
4．市街

1．住居

2．川西

3．市政

1．市長

2．リゾ

3．平成

村山隆太郎

渡辺春吉

名地武文

パ
保
衛
育
祉
政
雪
育
間
雪
年
成

ス
国
自
教
福
市
克
教
当
流
新
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　

1
2
3
1
2
1
1
2
1
2
3
1

大島広栄

高橋平八

大島　清松

正
　
　
雄

　
　
　
利

間
　
　
藤

半
　
　
佐

について

r
l
I
ー
ー
I
l
－
L
I
I
I
I
駈
量
ー
I
I
－
1
ー
ー
1
－
I
l
ー
ー
ー
I
l
ー
ー
l
I
I
I
l
－
1
ー
ー
ー
1
量
ー
ー
I
l
－
1
ー
ー
1
ー
ー
l
l
』
1
－
1
ー
ー
ー
1
－
I
I
ー
息
1
－
1
－
I
I
l
I
ー
ー
1
ー
ー
－
I
l
－
I
I
I
－
I
I
ー
ー
ー
ー
1
－
1
－
l
I
1
1
－
1
－
l
I
－
1
－
1
1
ー
ー
ー
1
－
1
ー
ー
1
ー
ー

○
○
円
」
に
、
収
入
役
「
五
二

二
、
○
○
○
円
」
を
「
五
四
七
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

○
○
○
円
」
に
引
き
上
げ
ま
す
。

（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
凹
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
教
育
長
の
報
酬
月
額
「
五

二
二
、
○
○
○
円
」
を
「
五
四

七
、
○
○
○
円
」
に
引
き
上
げ

ま
す
。
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
教
育
委
員
会
委
員
長
、
監

査
委
員
な
ど
の
報
酬
月
額
を

「
一
、
○
○
○
円
～
二
、
○
○

○
円
」
引
き
上
げ
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
、
公
平
委
員
会
委

員
な
ど
の
報
酬
日
額
を
「
二
〇

〇
円
」
引
き
上
げ
ま
す
。
（
四
月

一
日
か
ら
施
行
）

　
■
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
：
…
二
週

間
の
勤
務
時
間
「
四
十
六
時
間
」

を
「
四
十
四
時
間
」
に
改
正
し

ま
す
。
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…
特

別
休
暇
と
し
て
夏
季
休
暇
三
日

を
新
設
。
（
公
布
の
日
か
ら
施

行
）　
■
職
員
の
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正
…
…
日
当
、
宿
泊
料

を
実
態
に
合
わ
せ
改
正
し
ま
す
。

（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
i

設
置
条
例
の
一
部
改
正
…
…
高

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

加
え
る
。
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

　
■
下
条
中
央
公
園
設
置
条
例

佐藤　一男　1．平成

　　　　　　　　につ

佐藤　勝巳　1．市政
ド

L＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿一＿＿一一一一一一一一一一一一

の
一
部
改
正
…
…
ミ
ニ
ゴ
ル
フ

場
等
施
設
使
用
料
を
引
き
上
げ

ま
す
。
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
…
…
入
居
資
格
基
準
の
収
入

の
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。
（
四
月

一
日
か
ら
施
行
）

　
■
簡
易
水
道
及
び
小
規
模
水

道
条
例
の
一
部
改
正
…
…
給
水

地
域
拡
大
に
よ
る
改
正
で
、
野

中
地
区
簡
易
水
道
の
名
称
を
池

沢
地
区
簡
易
水
道
と
し
、
給
水

区
域
に
池
沢
、
船
坂
、
ニ
ッ
屋

を
加
え
る
。
（
四
月
一
日
か
ら
施

行
）　
■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
設
置

条
例
の
一
部
改
正
…
…
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」
の
開

設
に
よ
る
施
設
の
設
置
と
使
用

料
を
定
め
ま
し
た
。
（
四
月
一
日
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市関係の人「事異動
　　3月31日付で十日町市（転出1人・退職11人）、

　十日町市川西町衛生施設組合（退職1人）、十日町

　地域広域事務組合（退職1人）、4月1日付で十日

　町市（異動117人、採用22人）、十日町市川西町衛

　生施設組合（採用1人）、十日町地域広域事務組合

　（異動29人、採用5人）の人事異動を行いました。

　　市は、克雪都市計画課に区画整理係と公民館に

　図書館建設準備室を設置し、組織強化を図りまし

　た。

　　課長補佐以上の異動と退職・転出者をお知らせ

　します。見方は一1＞新職名＝氏　名（異動前の

　職名）です。

十日町市（4月1日付）

　〔部長級〕》議会事務局長＝湯沢俊雄（会計課長）》総

務部長＝涌井博（総務部長、総務課長、選挙管理委員会事

務局長）》市民部長＝関口弘治（商工観光課長）》水道局

長＝岩田久雄（水道局長）

　〔課長級〕》総務課長、選挙管理委員会事務局長＝大関

和夫（体育課長）》企画財政課長＝村山悦司（税務課長）

》税務課長＝生越誠（保健衛生課長）〉保健衛生課長＝若

井雄二（監査委員事務局長、公平委員会事務局長）〉社会

福祉事務所長二越村幸夫（社会福祉事務所次長）》商工観

光課長＝矢口辰幸（少年育成センター所長、勤労青少年ホ

ーム館長）》会計課長＝上村泰司（総務課参事、総務課長

補佐）〉学校教育課長＝平野和善（学校教育課指導管理主

事）》学校教育課指導管理主事二水澤英成（小千谷市立南

荷頃小学校長）》体育課長＝風問昌宏（克雪都市計画課長

補佐）〉図書館建設準備室長、公民館副館長＝宮沢忠男（公

民館副館長事務係長社会教育課副参事）〉監査委員事務局

長、公平委員会事務局長二長津進（社会福祉事務所長）

　〔課長補佐級〕》社会福祉事務所次長＝根津正昭（建設

課副参事監理係長）》克雪都市計画課長補佐＝熊木剛（水

道局副参事事務係長）》庶務管理課長補佐庶務管理係長＝

鈴木勝司（農林課副参事総合整備係長）》少年育成センタ

ー所長、勤労青少年ホーム館長＝富井一男（庶務管理課長

補佐庶務管理係長）

　〔転出者・3月31日付〕〉新保暢一（学校教育課長、栄

町立中央小学校へ）

　〔退職者・3月31日付〕》高橋輝雄（議会事務局長）レ・

小海秀夫（市民部長）》吉田實（企画財政課長）》橋本進

（公民館本館副参事事務係長）〉矢ロシン（下水道課副参

事）＞佐藤秀一郎（公民館飛渡地区館主査）》池田貞治（総

務課運転手）》岡村重一（総務課運転手）》保坂ウメ　（給

食調理員）》阿部タツ（給食調理員）1〉小川政芳（用務員）

十日町地域広域事務組合（4月1日付）

　〔課長級〕》予防課長＝中島松雄（消防司令次席）

　〔課長補佐級〕》本署小隊長二大島真一郎（警防課通信

係長）

　〔退職者・3月31日付〕〉樋口十六平（予防課長）

十日町市川西町衛生施設組合

　〔退職者・3月31日付〕＞太田利雄（作業員）

9と6ガ夢3平成3年4月10日

か
ら
施
行
）

　
■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
…
…
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
の
委
員
の
定
数
を
被

用
者
保
険
等
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
三
人
を
増
員
し
ま
す
。

（
六
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
□
勤
労
者
体
育
施
設
条
例
制

定
…
…
昨
年
秋
、
雇
用
促
進
事

業
団
の
出
資
金
に
よ
り
完
成
し

た
十
日
町
総
合
公
園
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
施
設
使
用
料

等
管
理
運
営
条
例
を
定
め
ま
し

た
。
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

予
　
算
　
関
　
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
層
平
成
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
①
財
政
調
整
基
金

の
追
加
、
事
業
費
の
確
定
な
ど

に
よ
り
四
、
二
七
五
万
九
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
．
②
図
書
館

建
設
資
金
積
立
金
、
道
路
除
雪

圧
雪
委
託
料
な
ど
二
億
五
九
九

万
三
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
二
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

▼
国
民
健
康
保
険
ー
①
退
職

被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
な
ど

三
、
三
〇
二
万
九
千
円
を
減
額

し
ま
し
た
。
②
備
品
購
入
費
な

ど
三
〇
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
i
工
事
費
の
確

定
に
よ
り
八
八
三
万
四
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
。

▼
下
水
道
事
業
1
①
排
水
設

備
等
設
置
資
金
預
託
金
の
減

額
、
工
事
請
負
費
の
増
額
な
ど

差
し
引
き
三
三
二
万
五
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
．
②
工
事
請
負

費
中
、
田
川
改
修
工
事
に
伴
う

仮
設
排
水
設
備
工
事
費
に
つ
い

て
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

▼
老
人
保
健
－
医
療
給
付
費

な
ど
六
、
八
七
三
万
七
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
．

▼
農
業
集
落
排
水
ー
馬
水
地

区
農
業
集
落
排
水
事
業
調
査
設

計
負
担
金
一
五
八
万
一
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
．

▼
駐
車
場
－
一
般
会
計
繰
入

金
減
額
、
前
年
度
繰
越
金
追
加

な
ど
差
し
引
き
増
減
を
伴
わ
な

い
補
正
を
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
二
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
…
…
年
間
総
給
水

量
を
一
万
六
千
ト
ン
増
量
し
ま

す
。
収
益
的
収
入
に
お
い
て
、

事
業
収
益
を
七
九
万
三
千
円
減

額
し
、
同
支
出
に
お
い
て
事
業

費
用
一
、
一
二
三
万
四
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
．

そ
　
　
の
　
　
他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
青
年
学
級
の
開
設
…
…
平

成
三
年
度
も
十
日
町
市
公
民
館

で
青
年
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

　
■
伊
達
西
工
区
内
農
道
改
良

舗
装
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
地
方
自
治
の
理
念
に
反
し

大
型
店
の
出
店
を
野
放
し
に
す

る
大
店
法
改
正
に
反
対
す
る
請

願
（
不
採
択
）

　
■
字
の
変
更
…
…
北
越
北
線

の
開
業
に
向
け
て
駅
西
広
場
の

計
画
を
進
め
る
た
め
字
の
変
更

を
し
ま
す
。

　
■
新
潟
県
十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更

：
…
・
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
係

る
特
別
負
担
金
及
び
一
般
負
担

金
の
割
合
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
　
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
■
白
内
障
眼
内
レ
ン
ズ
（
人

工
水
晶
体
）
の
健
康
保
険
適
用

に
関
す
る
意
見
書

　
■
千
曲
川
上
流
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
建
設
反
対
に
関
す

る
意
見
書

　
■
当
間
山
周
辺
開
発
促
進
に

関
す
る
決
議

　
■
湾
岸
戦
争
の
早
期
終
結
を

求
め
る
決
議
に
関
す
る
請
願
（
取

り
下
げ
）

　
■
市
道
千
歳
町
一
号
線
の
一

部
廃
止
に
関
す
る
請
願
（
取
り

下
げ
）



i　

　
　
　
聡
翻
懸
遽
勲
翻
悪
惑
膿
蒙
、
㎜
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
人
の
個
人
と
五
団
体

市議会議場（3月29日）での記念撮影
雛

　
平
成
二
年
度
市
民
ほ
う
賞
の
表
彰
式
が
、
三
月
二
十
九
日

㈹
市
役
所
で
行
わ
れ
、
次
の
個
人
二
十
五
人
と
五
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長
年
市
政
の
進

展
や
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
増
進
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
市
政

功
労
者
と
し
て
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
に
基
づ
い
て
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
乗
自
　
治
索

入
田
　
富
治
さ
ん
（
稲
　
葉
）

関
口
　
正
道
さ
ん
（
高
田
町
一
）

庭
野
　
健
蔵
さ
ん
（
菅
　
沼
）

小
宮
山
達
男
さ
ん
（
慶
　
地
）

　
乗
教
　
育
乗

大
井
田
城
跡
保
存
会
（
史
跡
）

　
　
　
代
表
田
村
孝
一
さ
ん

石
仏
保
存
会
（
鉢
）

　
　
　
代
表
尾
身
松
盛
さ
ん

富
田
　
三
郎
さ
ん
（
神
明
町
）

丸
山
　
洋
さ
ん
（
西
寺
町
）

　
乗
産
　
業
乗

金
井
芳
太
郎
さ
ん
（
諏
訪
町
）

水
落
　
巻
治
さ
ん
（
願
　
入
）

池
田
キ
ノ
エ
さ
ん
（
猿
　
倉
）

鈴
木
　
　
武
さ
ん
（
大
　
石
）

　
乗
保
健
体
育
索

根
津
　
秀
子
さ
ん
（
本
町
五
）

梧
沢
恭
一
さ
ん
（
山
本
町
四
）

　
索
交
通
安
全
栗

佐
藤
　
実
さ
ん
（
昭
和
町
一
）

・
池
田
　
幸
平
さ
ん
（
学
校
町
一
）

　
乗
防
　
災
索

田
村
　
久
策
さ
ん
（
昭
和
町
一
）

高
橋
　
浅
治
さ
ん
（
高
田
町
一
）

村
山
　
栄
作
さ
ん
（
田
中
町
本
通
り
）

林
　
増
太
郎
さ
ん
（
塩
ノ
又
）

鈴
木
　
國
義
さ
ん
（
大
　
石
）

　
索
統
　
計
乗

池
田
伊
勢
松
さ
ん
（
焼
　
野
）

岡
村
　
建
治
さ
ん
（
北
新
田
二
）

　
索
そ
の
他
索

富
井
　
武
正
さ
ん
（
馬
場
三
）

山
田
　
　
清
さ
ん
（
山
　
際
）

長
谷
川
稔
男
さ
ん
（
上
新
田
四
）

十
日
町
明
窓
会

　
　
　
　
代
表
小
杉
洋
司
さ
ん

十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
代
表
古
沢
幸
男
さ
ん

十
日
町
発
明
協
会

　
　
　
　
　
星
名
甲
子
郎
会
長

滝
沢
　
秀
一
さ
ん
（
津
南
町
）

献血功労者の
　皆さんを

　　　表彰

　
三
月
十
六
日
㈹
保
健
セ
ン
タ

ー
で
、
平
成
二
年
度
献
血
功
労

者
（
団
体
）
の
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
な
わ
れ
、
愛
の
献
血
に
協

力
い
た
だ
い
た
個
人
一
九
六
人

と
二
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
献
血
五
十
回
の
方
と
二
団
体

を
次
の
通
り
紹
介
し
ま
す
。

　
央
個
人
（
献
血
五
十
回
）
栗

尾
身
　
誠
司
さ
ん
（
鉢
　
二
）

　
　
　
　
録
働
審
　
。

　
　
　
　
記
日
に
た

賞
土
羽
重
し

入
　
　
　
　
郷
月
慎
ま

　
　
　
　
回
3
き
れ
）

録
　
　
　
　
の
の
上
　
、

銅
黙
創
雛

第
働
継
掩

　
　
　
　
　
　
賞
に
査
郷

賞
鄭
論
欝
と

　
　
　
　
「
し
）
入
（
こ

　
　
　
　
た
ま
長
が
ん
の

記
氣
鶉
難
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

土
募
が
基
皆
、
・
、
き

　
　
　
　
が
募
政
の
身
挽

郷
会
応
村
次
尾
木

大樋大阿田柳林庭水金
津熊津部村　　野落澤

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
鵯

博
史
さ
ん
（
太
田
島
二
）

俊
一
さ
ん
（
岩
野
）

功
治
さ
ん
（
袋
町
東
）

　
正
さ
ん
（
小
泉
一
）

憲
治
さ
ん
（
本
町
四
）

　
　
索
団

㈱
村
協
和
建
設
㈱

　
　
　
　
副

　
　
　
　
作

）
）
）
オ
　
　
　
　
）

3
付
町
・
）
　
　
2

田
添
栄
け
沢
町
今

新
真
条
（
蟹
　
荷
と

北
写
下
し
（
　
稲
昔

（
（
（
ら
ん
　
　
（
の

ん
史
ん
暮
さ
　
ん
夜

さ
水
さ
の
郎
事
さ
七

夫
用
男
期
一
行
作
十

正
田
富
中
仙
花
甲
町

永
新
林
和
村
の
津
日

徳
北
小
昭
田
湯
根
四

　
　
　
賞
　
　
賞

　
　
　
励
　
　
作

　
　
　
奨
　
　
佳

　
　
　
　
多
峯

　
猛
さ
ん
（
本
町
東
一
）

正
彦
さ
ん
（
稲
荷
町
四
）

正
博
さ
ん
（
山
本
町
五
）

茂
信
さ
ん
（
新
座
四
⊥
）

徳
一
さ
ん
（
山
本
町
五
）

　
体
央

昭

ヱ0
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虚弱老人にデイサービス事業も実施

　
昨
年
七
月
か
ら
馬
場
地
内
で

建
設
を
進
め
て
い
た
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」
が
完
成

し
、
三
月
二
十
三
日
d
D
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
、
筒
井
代
議
士
、

須
藤
県
議
や
丸
山
市
長
を
は
じ

め
市
会
議
員
、
地
域
の
関
係
者

百
七
十
人
が
出
席
し
盛
大
に
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
で
、

延
千
八
平
方
材
、
総
工
事
費
二

億
二
百
八
十
万
円
で
完
成
し
ま

し
た
。
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
た
内
部
は
、
一
階
が
人
工

芝
を
敷
き
つ
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
で
き
る
機
能
回
復
室
、
二
階

は
玄
関
と
事
務
室
、
図
書
室
兼

相
談
室
、
男
女
の
浴
室
、
そ
し

て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の

食
堂
と
厨
房
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　騰

　　　　駿

　　購

鍮復

畢鶴

鞭
鍵
灘

　
　
運

　
　
欄灘簸i

さ
ら
に
三
階
は
、
生

活
相
談
室
と
集
会
や

健
康
教
室
が
で
き
る

八
十
八
畳
敷
の
大
広

間
が
あ
り
、
ま
た
各

種
講
座
、
教
室
に
使

用
す
る
ス
ク
リ
ー
ン

も
備
え
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
、
ひ

と
り
用
が
足
り
る
虚

弱
老
人
を
対
象
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

の
は
、
県
下
で
初
め

嚢
　
・

て
で
す
。
七
人
の
職
員
が
生
活

相
談
、
健
康
相
談
、
機
能
回
復

訓
練
、
入
浴
な
ど
、
ま
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
給
食
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
送
迎
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
申

し
込
み
は
「
平
成
園
」
智
5
8
1

3
9
2
4
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
希
望
者
は
申
請
書
に
、
医
師

の
診
断
書
、
確
約
書
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
人
　
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
虚
弱

等
の
た
め
に
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
の
あ
る
人

■
利
用
で
き
る
日
　
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
（
土
・
日
・
祭

日
は
休
み
）

■
料
金
　
▼
一
回
五
〇
〇
円

（
昼
食
三
〇
〇
円
、
血
圧
測
定

等
二
〇
〇
円
、
送
迎
付
）

▼
配
食
サ
ー
ビ
ス
四
〇
〇
円

誌
闘
縣
㎜
響
購
圏
國
霞
鑛
醗
懸

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　
三
月
二
十
二
日
㈲
、
国
の
文

化
財
保
護
審
議
会
が
開
か
れ
、

十
日
町
の
積
雪
期
用
具
が
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
指
定
を
受
け
た
積
雪
用
具
は

昭
和
三
十
年
代
以
前
に
使
用
さ

れ
て
き
た
雪
国
の
生
活
用
具
で
、

ミ
ノ
、
キ
ゴ
ザ
、
ワ
ラ
グ
ツ
な

ど
の
衣
生
活
用
具
、
コ
シ
キ
、

火
た
き
用
具
な
ど
の
住
生
活
用

具
、
ヤ
マ
ゾ
リ
な
ど
の
運
搬
用

具
や
娯
楽
・
遊
戯
用
具
な
ど
、

市
外
か
ら
の
百
六
十
九
点
を
含

む
三
千
八
百
六
十
八
点
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
用
具
類
は
、
一
年

の
半
分
を
雪
の
中
で
過
ご
す
十

日
町
の
人
々
が
、
知
恵
を
し
ぼ

り
、
工
夫
を
凝
ら
し
お
互
い
に

協
力
し
あ
い
な
が
ら
何
千
年
も

の
長
い
間
の
暮
ら
し
の
中
で
生

み
出
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　
近
年
急
激
な
生
活
様
式
の
変

化
は
、
多
く
の
雪
国
の
生
活
文
化

を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
申
請
物
件
は
、
こ
う

し
た
背
景
を
も
と
に
豪
雪
の
中

で
た
く
ま
し
く
生
き
続
け
て
き

た
人
々
の
生
活
力
と
生
活
様
式

を
後
世
に
伝
え
る
証
拠
品
と
し

て
位
置
づ
け
た
貴
重
な
資
料
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
指
定
さ
れ
た
用
具
の
特
徴
は
、

①
豪
雪
地
の
市
街
地
で
は
、
山

間
集
落
な
ど
と
は
雪
の
対
応
が

違
い
雪
囲
い
、
除
雪
、
排
雪
な

コシキ・ナガエゴシキ・シャボリなどの除雪用具

ど
の
用
具
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。

②
織
物
の
街
と
し
て
大
勢
の
人

た
ち
が
出
入
り
し
、
応
接
な
ど

で
屋
内
の
什
器
類
に
違
い
が
見

ら
れ
た
り
、
交
通
・
運
搬
用
具

な
ど
に
規
格
品
が
多
く
存
在
し

た
．
③
節
季
市
は
、
周
辺
農
家

な
ど
で
産
出
さ
れ
た
物
質
の
集

散
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

そ
の
物
資
の
製
作
用
具
や
製
品

な
ど
が
市
内
に
特
産
的
に
存
在

し
た
。
④
豪
雪
地
の
郵
便
物
の

輸
送
な
ど
に
用
い
た
用
具
や
市

街
地
の
料
理
屋
・
旅
館
な
ど
を

主
な
顧
客
と
し
て
、
夏
ま
で
雪

を
保
存
し
利
用
す
る
た
め
の
施

設
、
雪
室
に
関
す
る
用
具
な
ど

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ミノ・キゴザ・スゲボシなどの雨具・防寒具
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み
ん
な
で
投
票
、
き
れ
い
な
選
挙

　
投
票
す
る
こ
と
の

　
で
き
る
人
は

　
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が

で
き
る
人
は
、
投
票
日
当
日
二

十
歳
以
上
（
昭
和
四
十
六
年
四

月
二
十
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、
今
年
の
一
月
十
三
日

以
前
か
ら
投
票
日
当
日
ま
で
十

日
町
市
に
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
人
で
す
。
（
県
議
選
と
は
異
な

り
、
投
票
日
当
日
市
外
に
転
出

し
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
）　
な
お
、
四
月
七
日
以
降
に
市

内
で
住
所
を
変
え
た
と
き
は
、

変
更
す
る
前
の
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
時
間
は

午
前
七
時
～
午
後
六
時

　
投
票
が
で
き
る
時
間
は
午
前

　
四
月
二
十
一
日
投
票
予
定
の

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
わ
た
し

た
ち
市
民
が
市
政
に
参
加
す
る

最
も
よ
い
機
会
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
十
日
町
市
の
将
来
を
託
す

人
を
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま

し
よ
う
。

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す

が
、
左
表
に
示
し
た
投
票
所
は

終
了
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

投
票
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
投
票

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
時
間
内
に
投
票
を
済
ま
せ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
投
票
日
に
入
場
券
を

忘
れ
た
り
な
く
し
た
り
し
た
と

き
は
、
入
場
券
が
な
く
て
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

投票時間を繰り上げる投票所

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
を

　
配
布
し
ま
す

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
印
刷
し
た
「
選
挙
公

報
」
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
選

挙
公
報
は
四
月
十
五
日
過
ぎ
に

市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

投票区 投票所名 投票時間
第6 庭野健蔵宅（菅沼） 午前7時～午後4時

第7 赤倉小学校 〃

第13 池谷集会所 〃

第14 飛渡第二小学校 〃

第15 飛渡第二小学校　　枯木又分校
〃

第16 飛渡第一小学校　　三ツ山分校
〃

第26 船坂部落公民館 〃

第27 日大レスリング部　塩之又合宿所
〃

第31 真田小学校 〃

第32 名ヶ山小学校 〃

第36 東下組小学校 〃

第37 慶地集会所 〃

第38 二子集会所 〃

第39 塩野集会所 〃

第45 細尾作業所 午前7時～午後5時

第46 野中小学校 午前7時～午後4時

第47 鍬柄沢集会所 〃

第48 野中小学校　　当間冬季分校
〃

第49 野中小学校　　大石冬季分校
〃

第50 水沢小学校　　南雲冬季分校
〃

第52 馬場小学校珠田分校 〃

※この表以外の投票所の投票時間は、

　　　　　午前7時～午後6時までです。

選
挙
公
報
は
市
内
の
各
地
区
公

民
館
に
も
置
き
ま
す
の
で
、
も

し
配
布
も
れ
の
ご
家
庭
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
選
挙
事
務
室
か
地
区

公
民
館
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
不
自
由
な
人
の

投
票
制
度

▼
点
字
投
票
…
…
目
の
不
自
由

な
人
は
点
字
に
よ
っ
て
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
代
理
投
票
…
…
身
体
の
障
害

な
ど
の
た
め
自
分
で
候
補
者
の

名
前
を
書
く
こ
と
の
で
き
な
い

人
は
、
投
票
管
理
者
が
選
任
す

る
補
助
者
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。

▼
郵
便
に
よ
る
投
票
…
…
身
体

に
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

が
発
行
す
る
郵
便
投
票
証
明
書

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郵

便
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
人
は

　
仕
事
や
出
張
、
や
む
を
得
な

い
用
事
の
た
め
、
投
票
日
当
日

投
票
所
に
来
れ
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場

券
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。▼
と
　
き
　
四
月
十
四
日
㈲
か

ら
二
十
日
㈲
の
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ
　
市
選
挙
事
務
室

（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）

「
，
○
，
○
◆
，
1
◆
，
1
，
0
1
，
l
l
，
1
，
0
，
1
0

◆
　
　
　
　
事
1
㍗
　
　
◆

⑰
欝
班
鞭

　
い
せ
委
セ
務
－

灘
騰
欄

　
選
問
市
務
階
31

　
　
　
　
　
★

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

σ
一
〇
ー
○
。
1
．
○
畠
1
。
○
，
1
■
1
。
○
，
○
，
1
。
1
臼
1
㌧

新潟県議会議員

　一般選挙結果
　　　（十日町市選挙区）

　
　
）

　
　
ブ

　
　
伍

や
也
伽
誠
め
藤
す
須㊥

自民・現

　3月29日に立候補者の受付をし

たところ、立候補者が定数を越え

なかったため、無投票となり、4

月8日の選挙会で当選が決まりま

した。
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ユニアオリンピックスキー竸技会

本ジュニアスキー選手権大会

○○

ジ
日

佐
藤
・
柳
（
吉
田
中
）
金
メ
ダ
ル

　
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
集
め
た
初
の
全
国
大
会
、
第
十
回
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
会
兼
91
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
選
手
権
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
i
競
技
が
、
三
月
二
十
三

日
出
か
ら
三
日
間
公
認
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
国
二
十
都
道
府
県
か
ら
集
ま
っ
た
五
百
人
余
り
の

強
豪
選
手
と
戦
っ
た
十
日
町
勢
は
、
佐
藤
成
展
選
手
（
吉
田
中
）

が
三
つ
の
金
メ
ダ
ル
、
柳
真
理
子
選
手
（
吉
田
中
）
が
一
冠
を
獲

得
。
ま
た
、
十
位
以
内
の
入
賞
者
は
両
種
目
合
わ
せ
て
三
十
四
人

と
大
活
躍
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
大
会
関
係
者
や
応
援
団
か

ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
、
会
場
を
沸
き
返
ら
せ
ま
し
た
。
関
係
者

の
努
力
が
実
っ
た
こ
の
大
会
は
、
こ
の
あ
と
二
回
十
日
町
で
開
催

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

佐藤成展選手の力強い宣誓で開幕

〈3個の金メダルを獲得
　佐藤成展選手のゴール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
力走する選手に、旗をふって声援する地元応援団

累蘭係老
讃の成卸気

卜

馨1

瓢　　～

鑑瓢一潔

轟

クにデッド

鋭轟
大健闘で金メダル　　レ・

　　　柳真理子選手

　
力
強
い
走
り

く
　
　
　
山
内
京
子
選
手戯噸

灘
護
．
饗

＊
地
元
勢
の
成
績
（
－
o
位
以
内
入
賞
者
）

　
〈
ク
ラ
シ
カ
ル
　
2
4
日
〉

▼
中
学
男
子
十
，
。
”
①
佐
藤
成

展
（
吉
田
）
3
3
分
3
1
秒
7
⑤
小
林

裕
史
（
南
）
3
6
分
5
3
秒
9
⑦
藤
田

啓
輔
（
下
条
）
3
7
分
0
4
秒
1

▼
同
女
子
五
，
。
”
①
柳
真
理
子

（
吉
田
）
1
9
分
4
1
秒
5
⑥
斎
木

さ
ち
よ
（
吉
田
）
2
0
分
1
7
秒
5

▼
高
校
男
子
十
キ
。
”
②
関
武
宏

（
十
日
町
実
）
3
6
分
1
6
秒
8
③

古
沢
大
輔
（
十
日
町
）
3
6
分
2
0

秒
0
⑤
中
嶋
太
一
（
松
代
）
3
6

分
3
8
秒
8
⑧
小
海
恒
久
（
十
日

町
実
）
3
6
分
4
6
秒
4

▼
同
女
子
五
。
。
”
②
山
内
京
子

（
十
日
町
）
1
9
分
4
2
秒
9
④
庭

野
ひ
ろ
み
（
十
日
町
実
）
1
9
分

44

秒
6
⑩
田
村
真
由
美
（
十
日

町
）
2
0
分
2
4
秒
3

　
〈
フ
リ
ー
　
2
5
日
〉

▼
中
学
男
子
十
。
。
ー
①
佐
藤
成

展
（
吉
田
）
3
3
分
0
5
秒
3
②
藤

田
啓
輔
（
下
条
）
3
4
分
1
2
秒
O

⑤
春
日
則
弘
（
吉
田
）
3
4
分
5
3

秒
1

▼
同
女
子
五
，
。
”
⑤
斎
木
さ
ち

よ
（
吉
田
）
1
7
分
4
2
秒
2
⑨
高
橋

直
美
（
南
）
1
8
分
1
5
秒
3
⑩
柳
真

理
子
（
吉
田
）
1
8
分
2
8
秒
2

▼
高
校
男
子
十
キ
。
”
⑤
中
嶋
太

一
（
松
代
）
3
3
分
2
2
秒
2
⑥
中

島
敏
明
（
十
日
町
）
3
3
分
2
9
秒

6
⑦
小
海
恒
久
（
十
日
町
実
）

33
分
4
2
秒
9

▼
同
女
子
五
，
。
”
⑤
山
内
京
子

（
十
日
町
）
1
7
分
2
0
秒
0
⑩
大

渕
愛
子
（
十
日
町
実
）
1
7
分
4
2

秒
3
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　　i

相撲同好会」強豪相手に善戦
42回全国高等学校相撲新人選手権大会～
高
第

　
　
　
～

十「

　
第
四
十
二
回
全
国
高
等
学
校
相
撲
新
人
選
手

権
大
会
が
、
三
月
二
十
四
日
㈲
高
知
市
営
相
撲

場
で
開
か
れ
、
十
高
相
撲
同
好
会
（
福
原
忠
之

主
将
）
は
善
戦
む
な
し
く
一
勝
二
敗
で
予
選
リ

ー
グ
を
突
破
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
大
会
に
は
四
十
四
ヵ
校
が
参
加
。
創
立
一

年
に
満
た
ず
に
出
場
し
た
の
は
全
国
で
も
初
。

試
合
は
、
予
選
リ
ー
グ
一
回
戦
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

三
位
の
愛
工
大
名
電
高
に
二
対
一
、
二
回
戦
高

轟

初の全国大会で堂々の入場行進

知
工
、
三
回
戦
明
大
中
野
に
三
対
○
で
敗
れ
ま
し
た
。
出

場
選
手
▼
先
峰
　
庭
野
豊
正
▼
中
堅
　
福
原
忠
之
、
出
口

理
紀
▼
大
将
　
渡
辺
雅
朗
（
個
人
戦
三
回
戦
ま
で
出
場
）

「教室、音楽室、体育館さんありがとう」

　　　　　　涙をさそった別れのことば

　　～飛一小三ッ山分校で休校式～

　
三
月
二
十
六
日
㈹
、
飛
渡
第
一
小
学
校
（
青

木
孝
校
長
）
三
ッ
山
分
校
（
児
童
数
三
人
）
が

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
百
十
二
年
の
歴
史
に

一
時
幕
を
閉
じ
休
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
な
わ
れ
た
休
校
式
に
は
、
大
津
広

輝
く
ん
（
四
年
）
大
津
さ
ゆ
り
さ
ん
（
三
年
）

大
津
未
宇
さ
ん
（
一
年
）
の
児
童
や
地
区
民
、

本
校
代
表
ら
約
五
十
人
が
出
席
。
三
人
の
在
校

生
が
「
教
室
・
音
楽
室
・
体
育
館
さ
ん
あ
り
が

と
う
」
と
大
き
な
声
で
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、

出
席
者
の
涙
を
さ
そ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
明
治
十
二
年
三
月
民
家
を
借
り
て

の
派
出
教
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
昭
和
三
十
七

年
に
新
校
舎
完
成
、
四
十
七
年
に
飛
一
小
の
分

校
と
歴
史
を
経
ま
し
た
。
し
か
し
、
四
月
か
ら

二
人
に
な
る
た
め
本
校
で
勉
強
さ
せ
た
い
と
い

う
父
兄
の
願
い
で
休
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

I　l2年の歴史に思いを込めて全員で校歌の合唱

わたしたちの

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
あ
い

や
れ
ば
で
き
る
汎
愛

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
校
門
に
は
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
看
板
と
、

「
汎
愛
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
合

言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
わ
た

し
た
ち
は
校
門
で
「
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
元
気
に
お
い
さ
つ
し
、
明
る
く
楽
し

い
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

桝
趣
蔑
樽
　
　
　
　
　
　
　
　
、
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

る
と
き
も
同
じ
よ
う
に
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
言
っ
て
か
ら
帰
り

ま
す
。
毎
月
の
第
一
週
は
、
各
ク
ラ
ス

の
代
表
が
あ
い
さ
つ
委
員
に
な
っ
て
、

馬
場
小
学
校

（
平
野
功
校
長
・
児
童
数
一
三
九
人
）

福島貴子さん
　　（6年）

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
少
し
は
ず
か
し
く
て
、

大
き
な
声
で
言
え
な
い
人
も
い
ま
す
が

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
と
て
も
さ
わ
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
去
年
の
五
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
B
・
B
．

C
放
送
の
方
が
、
わ
た
し
た
ち
の
登
校

の
風
景
・
子
ど
も
の
日
集
会
・
学
校
田

の
田
植
え
の
様
子
な
ど
を
取
材
し
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
市
へ
五
・鬼の面コンクール（節分集会）
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地域づくりはアクションを起こすこと！（パネルデスカッション）

情報のないところに

　　　　　　情報は提供されない
～地域づくり研修会「情報ヒソチコック劇場」～

情
報
の
見
つ
け
方
・
活
用
の
仕
方
を
勉
強
す

る
会
「
情
報
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
劇
場
」
が
、
三
月

二
十
九
日
働
講
師
に
将
棋
著
者
で
お
な
じ
み
の

　
よ
り
ま
さ

大
谷
順
正
氏
（
十
日
町
高
卒
）
を
迎
え
て
、
ク

ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
は
、
ヒ
…
ひ
と
、
ツ
…
繋

が
り
、
チ
…
地
域
、
コ
…
こ
こ
ろ
、
ツ
…
続
け

る
、
ク
…
蔵
づ
く
り
と
名
付
け
た
も
の
。
大
谷

氏
は
、
情
報
は
人
、
情
報
の
な
い
所
に
情
報
は

提
供
さ
れ
な
い
と
地
域
づ
く
り
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

十
日
町
の
活
性
化
は
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
技
術
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
素
材
を
他
の
分
野
に
活
用
、

雪
ま
つ
り
の
育
成
が
必
要
と
活
性
化
へ
の
道
標

を
示
唆
し
て
く
れ
ま
し
た
。

六
年
生
の
絵
を
送
り
、
コ
モ
市
の
小
学

校
か
ら
絵
や
写
真
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
コ
モ
市
の
小
学
校
と
交
流

　　　　、婁鞭難一　・　・、『バ雛』期

大好評だったそば作り　（収穫祭）

を
進
め
て
い
く
そ
う
な
の
で
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

毎
週
土
曜
日
に
児
童
朝
会
が
あ
り
、

各
委
員
会
や
ク
ラ
ス
か
ら
の
発
表
が
あ

り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
集
会
行
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
節
分
集
会
で
は
、

退
治
し
た
い
鬼
の
面
を
各
ク
ラ
ス
で
作

っ
て
、
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
保
育
園

児
も
招
待
し
て
楽
し
く
や
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
リ
ズ
ム
大
会
を
や
っ
た
り
、

収
穫
祭
で
は
、
六
年
生
が
そ
ば
を
作
っ

て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

今
年
は
創
立
百
二
十
周
年
の
記
念
行

事
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
合
言
葉
を
目

標
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

視覚障害者へのボランティア活動が認められ市民ほう賞を受賞しました

締
羅、い薔瞳

営AR胎

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
》
塾
寿
塾
簿
多
象
勤
勤
欝
塾
憂
寿
容
ず
調

十日町明窓会（代表小杉洋司さん）

　私たちは普段何気なく文字を読んでいますが、文字か

ら得る情報は仕事から娯楽まで私たちの日常生活に欠く

ことはできません。点字は、私たちが読み書きする視覚
　　　　　　　すみ文字（視覚障害者は墨字と呼ぶ）を点の組み合わせで表

わし、指先等で触って読み取る触覚文字です。墨字を点

字に置き換えることを点訳といいます。

　十日町明窓会は点訳活動を目的に、昭和48年に県の社

会福祉事務所の協力を得て結成されたボランティアグル

ープです。当初は市報の点訳を主にやっていましたが、

今は点字カレンダーを中心にし、普段は視覚障害者の希

望する本などを点訳しています。辞典、新聞記事、カラ

オケ歌詞集、詩吟集からお経までいろいろな希望があり

ました。また、点訳だけでなく、直接視覚障害者と飲食

を共にして話し合ったり、ボランティアビューローの行

事にも参加しています。他のボランティア活動と違うと

ころは、自宅で、一人で、いつでもできることで、それ

だけに個人の自主性が必要な点でしょうか。

　結成当時に比べて会員数が減少し、点訳出版の希望に

応じられない現在ですが、6月頃に点訳講習会を計画し

ていますので、点訳をやってみたい方、野次馬根性旺盛

な方、是非ご参加ください。

　　　誰命繭緬繭繭識命命繭廠
記点点選　このコ＿ナ＿は、運動
号り字遷　　　＿ム
を計は選や文化・云能などを楽

1鱗1携銘薪瓠
・なス喋　コーナーです。〕のコ
　り、の遷一ナーで自分たちの頑
　　中遷
　こに篭張っている姿をアピー
雛選ルしてみませんか．

　合点篭　総務課文書広報係
　せ横遷
　で2選　（盈57－3111内線214）

　　　、洗叩叩寧穿脚響脚寧寧叩

点字50音の一部（書く場合）

あ 》、 、つ
、
是 お か きく け 》
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一●

一　　申
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一●

●○

一●

一●

●一

一●

一●

一●

輔　　｛

●●

一●

一●

●●
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（
㈱
島
善
雛
辮
．
雀
歳
）

　
　
　
　
　
　
よ
し
　
　
　
こ

青
山
良
子
さ
ん
　　高校を卒業して今の会社に勤めて5年目になり

　ます。最近は仕事も任されるようになり大変です

　が、期待されているんだと思い頑張っています。

　　セールスポイントは、今まで会社を休んだこと

　がない丈夫な体一かな。今は繊労の役員もして

黒いるので忙しいんですが、役員が終ったらお花や

き習字の習い事をしてみたいと思っています。花嫁
き

き修業という訳ではないですが、今まで忙しくてで
き

ききなかったことを一度は習ってみたいですね。で

1も結婚は25歳までにしたいですね。

：　ふだんは編み物やパッチワークをやっています。

1休みの日には友だちとテニスをしたりと、けっこ

1う活動的なところもありますよ。
き

1　十日町は若い人たちが遊びに行く所が少なく、
ぎ

1勤めたばかりの頃は東京のような所に行きたいと
き

1思ったこともありましたが、最近では十日町の雰

1囲気がわたしに合うみたいですね。

蒲
欝
垂
雛
舞
翻
鎌

長
津

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

宏
さ
ん

（
古
螢
囑
詳
歳
）

　市農協に入って6年目、現在、車両センターに

配属されて2年目になります。十日町に住んで感

じる十日町のイメージは遊ぶところがなく、やっ

ぱり田舎臭いという感じかな。

　自分の長所は明るい性格ですね。どちらかとい

うとにぎやかな雰囲気が好きです。普段、自動車　r

関係の仕事をしているので＼休みの日にはあまり　1

車には乗りたくないですね。それよりも汗を流す　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
スポーツが好きなので、野球やスキー、ゴルフと　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
けっこういろいろなスポーツをやっています。最1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き近は展示会などの仕事があり、前みたいに一生懸　1

命できなく、中途半端な感じがしています。　　　：

　同級生には結婚している仲間もいますが、まだ　：

まだやりたいことがいっぱいあります。具体的に　1

はっきり言えないのですが、例えば中途半端にし

ているスポーツにしても、仕事にしてももっと納

得するまでやってみたいと思います。

・
桜
島
に
代
表
さ
れ
る
鹿
児
島
が
ふ
る

さ
と
で
す
。
生
ま
れ
た
の
は
南
海
に
浮

か
ぶ
奄
美
諸
島
に
近
い
小
さ
な
島
1

と
し
ま
む
ら

十
島
村
。
七
歳
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
を

鹿
児
島
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
暖
か
く
暮
ら
し
や
す
い
気
候
で
す
が
、

火
山
灰
に
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
四

月
か
ら
九
月
頃
、
北
風
に
乗
っ
た
桜
島

の
火
山
灰
が
毎
日
の
よ
う
に
パ
ラ
パ
ラ

降
っ
て
き
ま
す
。
多
い
と
き
に
は
一
日

に
五
～
六
ミ
リ
積
も
り
ま
す
。
洗
濯
物
は

外
に
干
せ
な
い
の
で
、
十
日
町
の
冬
と

同
じ
く
家
の
中
で
す
。
風
の
日
は
灰
ま

み
れ
に
な
り
、
傘
は
離
せ
ま
せ
ん
し
、

雨
の
日
は
女
性
は
白
系
統
の
服
は
あ
ま

り
着
た
が
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
生
の
頃
は
、
崩
れ
や
す
い
火
山

灰
で
で
き
た
シ
ラ
ス
台
地
に
登
っ
た
り
、

桜
島
ま
で
四
。
。
の
遠
泳
な
ど
を
し
て
遊

ん
だ
も
の
で
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
東
京
へ
就
職
し
、
後
輩

の
妻
と
結
婚
。
結
婚
前
に
一
度
、
結
婚

後
に
一
度
、
冬
の
十
日
町
へ
来
ま
し
た

ふく　のう　やす　あき

福納泰章さん
（稲荷町3本通り・34歳）

鹿児島県鹿児島市

が
、
た
ま
た
ま
二
回
と
も
少
雪
で
し
た
。

豪
雪
地
と
聞
い
て
い
た
の
に
、
こ
の
程

度
の
雪
な
ら
と
思
い
、
妻
の
実
家
に
来

る
決
心
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

ざ
住
ん
で
み
る
と
、
み
る
み
る
う
ち
に

降
り
積
も
る
雪
を
見
て
あ
然
と
し
た
も

の
で
し
た
。
車
の
チ
ェ
ー
ン
か
け
や
雪

下
ろ
し
に
、
と
必
死
の
闘
い
で
し
た
。

　
十
日
町
に
来
て
九
年
。
と
ま
ど
っ
た

言
葉
に
も
慣
れ
、
今
で
は
十
日
町
弁
も

ス
ラ
ス
ラ
で
す
。
米
と
酒
、
そ
れ
に
鹿

児
島
に
は
な
い
山
菜
が
う
ま
い
の
が
最

高
で
す
ね
。
今
か
ら
山
菜
取
り
に
行
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

蔑／・▼0
島　　●O
廊　．　キ島埴
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濁
輸
『
輸
司
喝
司
℃



（4～5人分）

〈材　料〉

ごぼう…1509・クルミ…各C

　　　　　さじ　

酒…大さじ修

　砂糖…大さじ3

　水あめ…大さじ1
　しょうゆ…大さじ1

竃
ぽ
遍
還
籾
競
ミ
の
揚
礒
煮

ん
）

さ
歳
8

子
罰

　
　
　
　

由
　
　
一

　
　
　
橋
誰

　
　
尾
費

高
（

　
サ
ク
ッ
と
し
て
口
の
中
で
香
ば
し
さ

が
広
が
り
ま
す
。
お
菓
子
み
た
い
で
、

子
ど
も
た
ち
に
も
大
好
評
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ご
ぼ
う
は
た
た
く
の
で
す
の
入
っ
た

も
の
も
使
え
る
し
、
水
あ
め
が
入
っ
て

い
る
の
で
、
冷
め
て
も
く
っ
つ
か
な
い

ん
で
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
ご
ぼ
う
は
皮
を
む
い
て

水
に
入
れ
渋
ぬ
き
を
す
る
。
四
紬
．
く
ら

い
の
長
さ
に
切
っ
た
ら
、
さ
ら
に
半
分

に
割
っ
て
ゆ
で
る
。

②
ゆ
で
た
ご
ぼ
う
を
た
た
き
、
適
当
に

裂
い
て
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す
。
（
ビ
ニ
ー
ル

袋
の
中
で
混
ぜ
る
と
平
均
に
付
く
）

③
揚
油
を
熱
し
、
最
初
は
強
火
で
火
が

通
っ
た
ら
弱
火
に
し
て
ゆ
っ
く
り
揚
げ

る
。④
鍋
に
調
味
料
を
全
部
入
れ
、
煮
立
ち

始
め
た
ら
ク
ル
ミ
を
入
れ
て
少
し
か
ら

め
た
あ
と
、
揚
げ
た
ご
ぼ
う
も
入
れ
て

か
ら
め
る
。

※
ご
ぼ
う
は
弱
火
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
る

の
が
コ
ツ
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

／　　　　⑳
　　　　　（1ケ齊）

波形敏広くん
広榮・敬子さん次男

　　（魚之田川）

翻
　ぼくは3人兄弟の真ん中で、愛称は￥’とっち、、。チョコレート

が大好きだけど虫歯は一本もないよ。ブルトーザーとユンボの

おもちゃで走り回るんで家の人は大変なんだって。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

東下組保育所

　　　　　　　⑯

）中を描いたんだよ。カメ

。そうに泳いでいるんだ。

フメと一緒に泳ぎたいな。

叢
難

　散歩に行ったときに見たニワ

トリを思い出しながら描いたの。

しっぽが少しむずかしかったわ。

　
　
　
　
　
（
4
歳
）

水
落
正
幸
く
ん

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

水
落
沙
也
加
ち
ゃ
ん

併
％
併
『
併
併
伊
併
併
伊
併
併
併
併
伊
併
僻
僻
伊
密

、』」2春
日
タ
カ
さ
ん

　
わ
た
し
は
二
十
六
の
年
に
川
西
町
の

霧
谷
か
ら
嫁
に
来
た
ん
で
の
。
今
は
ご

み
捨
て
場
に
な
っ
て
一
軒
も
な
い
や
ん

だ
ど
も
、
懐
か
し
く
思
っ
て
行
っ
て
み

て
え
な
ん
て
思
う
時
が
あ
る
て
の
。

　
樽
沢
は
昔
は
六
十
軒
も
あ
っ
た
ん
だ

ど
も
の
、
今
は
五
十
軒
ぐ
ら
い
じ
ゃ
ね

え
か
の
。
最
近
村
の
道
が
良
く
な
っ
た

ん
だ
ど
も
、
家
の
前
の
道
は
昔
お
じ
い

さ
ん
が
二
軒
の
家
と
共
同
で
こ
し
ら
え

た
ん
の
。
そ
の
こ
ろ
は
一
輪
車
し
か
な

く
て
の
。
稲
刈
り
を
し
て
も
、
み
ん
な

背
中
に
し
ょ
っ
て
家
ま
で
あ
げ
て
い
た

ん
だ
が
の
。
今
は
い
い
世
の
中
で
、
み

ん
な
山
で
米
に
な
っ
て
く
る
て
が
ん
だ

が
の
。

（
樽
　
沢
・
7
8
歳
）

塗
継
．
覆

　
嫁
に
来
た
頃
は
家
族
も
多
く
て
、
朝

三
升
炊
い
た
米
が
夕
飯
に
足
ら
な
く
な

ら
ん
の
。
今
は
一
升
炊
い
て
も
一
日
食

べ
ら
れ
る
ん
が
の
。
一
度
ど
ぶ
ろ
く
の

検
査
が
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
。
お
ら

家
は
ど
ぶ
ろ
く
な
ん
か
作
ら
ね
や
ん
だ

ど
も
、
人
か
ら
も
ら
っ
た
酒
が
あ
っ
て
、

心
配
し
た
ん
そ
の
。

　
で
も
の
昔
は
楽
し
み
も
あ
っ
た
の
。

秋
の
取
り
入
れ
が
終
わ
っ
た
頃
、
だ
ん

な
衆
の
所
へ
朝
か
ら
み
ん
な
寄
っ
て
の
、

ご
ち
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
の
。

　
去
年
足
を
け
が
し
て
百
日
入
院
し
て

き
た
て
の
。
そ
の
時
保
育
園
の
子
ど
も

か
ら
九
十
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
付

き
合
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
の
、
い
ろ

い
ろ
勉
強
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
て
。

　
普
段
は
花
を
作
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

家
の
周
り
に
花
壇
を
作
っ
て
花
だ
ら
け

に
し
て
い
ま
す
て
。
た
ま
に
町
に
出
た

と
き
は
、
押
し
花
を
飾
る
額
や
球
根
と

か
を
買
っ
て
き
た
り
の
。
今
か
ら
春
が

来
る
の
を
待
っ
て
い
ら
ん
だ
が
の
。
そ

れ
か
ら
四
月
の
末
に
は
二
人
目
の
ひ
孫

が
で
き
ら
ん
で
そ
の
、
楽
し
み
な
ん
で

す
て
。

ユ7とおガ夢3平成3年4月10日

目
ト1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認i灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋒　　　　　　　　　　　　　　　　墾　　　　　　　　　　　　　　　墾　　　　　　　　　　　　　纏
　　　　　　　　　　　脚
　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　籔　　　　　綾編雛叢

4
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

・一定面積以上

の取り引きは

届け出が必要

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
土
地
の
投
機
的
取

り
引
き
や
地
価
の
暴
騰
で
、
国

土
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る
と

い
っ
た
事
態
は
起
こ
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の

た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
は
土
地
の
投
機
的
取

り
引
き
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制

し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
土
地
取
り
引
き
に
つ
い

て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

左
表
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地

の
取
り
引
き
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

取
り
引
き
の
当
事
者
（
売
買
の

場
合
で
あ
れ
ば
売
主
と
買
主
）

は
、
取
り
引
き
の
予
定
価
格
や

利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ

て
の
届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ

六
週
間
前
ま
で
に
市
役
所
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、

取
り
引
き
価
格
と
利
用
目
的
に

つ
い
て
審
査
し
、
不
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
取
り
引
き
の
中

止
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

場
合
に
は
、
届
出
日
か
ら
六
週

宥
以
篠

匿都
　蒲
　謙
域薗

監
親
薩
絨

匿
分

水下吉
沢条田
地
区地地

ε区区
皿
視
区
域
を
除
く
）

六川中十
箇治条日
　　　町
地地地地
区区区区
（
庚
を
除
く
）

大大大庚
字字毒一
馬新達塩
場宮甲ノ
己甲と又
　　・　　　）●　　　　　　●

　　丙壬乙・．
．　　丁

　　●癸　庫
　　辛

地
匿
麟

一
。
、
。
。
。
㎡
以
上

燕
8
0
m2
以
上

モ
8
0
m2
以
上

面
積

※個々の取り引き面積は小さくとも

合計すると一定面積以上となる一団

の土地についても届け出は必要です。

間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知

を
受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

土
地
取
り
引
き
は
、
次
の
要
件

の
も
の
で
す
。

▼
売
買
▼
共
有
持
分
の
譲
渡
▼

営
業
譲
渡
▼
譲
渡
担
保
▼
代
物

弁
済
▼
交
換
▼
予
約
完
結
権
・

買
戻
権
等
の
譲
渡
▼
地
上
権
・

賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

平成3年の
が
示
表

公価
発

地

　
三
月
二
十
六
日
に
国
土
庁
か

ら
平
成
三
年
の
地
価
公
示
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
「
標

準
地
」
を
選
ん
で
そ
の
適
正
な

土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を

売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
価
公
示
価
格
は
不

動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行

う
場
合
や
、
国
・
地
方
公
共
団

体
等
が
公
共
用
地
等
を
買
う
場

合
の
基
準
と
さ
れ
る
ほ
か
、
都

道
府
県
知
事
が
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
い
て
、
土
地
売
買
等

の
届
け
出
が
あ
っ
た
土
地
の
取

り
引
き
価
格
の
審
査
を
す
る
と

き
の
基
準
に
も
さ
れ
、
適
正
な

地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

題
灘
麓
漿
織
灘
鍵
楼

難
心
繍
灘
灘
灘
心
繊
獲
難
灘
獅
嚢

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の

整
備
状
況
な
ど
の
土
地
の
条
件

を
標
準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対

象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が
わ

か
り
ま
す
。
（
地
価
公
示
価
格
は

一
月
一
日
現
在
の
価
格
で
す
の

で
、
そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
土

地
売
買
の
時
に
は
、
ま
ず
地
価

公
示
価
格
を
調
べ
売
買
の
目
安

と
し
て
く
だ
さ
い
。

難
籔
鑛
瀦
灘
醐
鷺

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が

接
す
る
道
路
の
種
類
、
幅
員
、

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
を
細

か
く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関

係
書
面
は
、
県
内
の
も
の
全
部

が
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
の
で
気

軽
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
地
価
公
示
（
平
成
3
年
－
月
－
日
）

地価曇添標難驚

字住字
西吉西
三町浦
ノ　ー寅 駈

町三甲
寅五七
甲　　　三
二 霧

五
ー
甲

一

九三六
〇　四三

繍
絡

、　　　　　　、　　　　　　、

○八八
O　O　O

闘
鑑

○　○　○
搬2

■問い合わせ

地域開発室用地対策係

（智内線219）へ。

「
一

日
人
間
ド
ツ
ク
」
へ
ど
う
ぞ
1

国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9
歳
ま
で
の
人

　
国
民
健
康
保
険
で
は
コ
日

人
間
ド
ッ
ク
」
受
診
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費

用
の
5
割
を
助
成
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
チ
ェ
ツ

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
①
4
0
歳
～
6
9
歳

（
昭
和
2
7
年
4
月
1
日
～
大
正

10

年
4
月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
ま
で
の
人
　
②
国
民
健

康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

■
受
診
場
所
と
費
用

新
潟
県
健
康
管
理
協
会
（
新
潟
市
）

一
人
…
1
3
、
5
0
0
円
（
婦
人

科
検
診
者
は
1
4
、
5
0
0
円
）

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
（
十
日
町
病
院
前
）

一
人
…
1
5
、
4
0
0
円

■
検
診
期
日

5
月
下
旬
～
7
月

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

4
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
し
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
盈
内
線
田
）
へ
。

断
酒
の
つ
ど
い

■
と
　
き
　
4
月
1
9
日
働
午
後

－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
暦

内
線
鵬
）
へ
予
約
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
4
月
2
3
日
㈹
午
後

－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
当
医
　
江
口
医
師
（
中
条

病
院
）

ロ
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

ま
た
は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生

係
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ユ8
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就
学
援
助
制
度
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
教
育
委
貝
会
で
は
、
経
済
的

な
理
由
で
小
・
中
学
校
へ
通
学

す
る
の
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

（
生
活
保
護
世
帯
・
保
護
世
帯

に
準
ず
る
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）

に
対
し
て
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
の

方
は
学
校
、
地
区
の
民
生
委
員

ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
盈
内
線
謝
）
へ
。

…雛妻馨，穣…勘費欝雄繍

学用品・通学用品費・校外活動費

　1　年10，720円
　2～6年12，630円
　1　年20，550円
　2・3年22，460円

費

年17，500円
年20，100円
具費（スキー用具）

・4年　　22，500円

年32，900円
（宿泊を伴う修学旅行）

・6年　　　実　　費

年　　　　　実　　費

小学校

中学校

新入学用品費

　小学校1年

　中学校1年

体育実技用具

　小学校1・

　中学校1年
修学旅行費（孝

　小学校5・

　中学校3年

夏季訓練参加

　中学校対象

その他　給食

　療費の実費

　
費
医

　
通
る

　
　
よ
　
　
。

　
交
に
す

　
　
病
ま

　
　
校
し

　
　
学
給

　
年
　
、
支

費
学
費
を

　
　
　
　
の

夏
　
　
そ

第
3
8
回

新
潟
県
理
容
竸
技
大
会

版識

　
県
内
の
理
容
師
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
磨
い
た
理
容
技
術
を
競

い
合
う
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

鮮
や
か
な
手
並
み
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
4
月
2
1
日
㈹

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

▼
開
会
式
　
午
前
1
0
時
3
0
分

▼
競
技
開
始
　
　
〃
n
時
3
5
分

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
（
郷
土
芸
能
・
抽
選
会
）

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
2
0
分

▼
表
彰
式
　
〃
3
時
3
0
分

　
　
　
　
鎌

　
教
育
委
員
会
で
は
「
平
成
三

年
度
十
日
町
市
奨
学
生
」
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
平
成
三
年
度
に

大
学
か
短
期
大
学
に
進
学
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
る
人
で
す
。

①
市
内
に
三
年
以
上
住
ん
で
い

る
世
帯
の
子
弟

②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
る
人

③
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
払

い
が
困
難
な
人

④
心
身
と
も
に
健
全
な
人

■
貸
与
月
額
・
採
用
予
定
者
数

▼
大
学
・
短
期
大
学
生
…
2
人

市
奨
学
生
を

　
　
　
追
加
募
集
し
ま
す

　
月
額
…
…
2
5
、
0
0
0
円

■
貸
与
期
間
　
平
成
三
年
四
月

か
ら
在
学
す
る
学
校
の
最
短
修

業
年
限
の
終
わ
り
ま
で
で
す
。

■
提
出
書
類
　
①
奨
学
金
貸
与

願
書
②
在
学
学
校
長
の
推
せ
ん

書
③
成
績
証
明
書
④
戸
籍
謄
本

と
住
民
票
謄
本
⑤
医
師
の
健
康

診
断
書
⑥
世
帯
所
得
証
明
書

（
元
年
分
）

■
申
し
込
み
　
4
月
2
5
日
㈲
ま

で
に
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
盈
内
線
謝
）
へ
。
願
書
も
同

課
に
あ
り
ま
す
。
4
月
末
日
ま

で
に
決
定
し
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

県
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
海
外
研
修

　
県
で
は
、
新
潟
県
青
年
リ
ー

ダ
ー
養
成
海
外
研
修
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
班
〉

■
選
考
試
験
　
▼
期
日
…
6
月

10

日
㈲
▼
内
容
：
二
般
面
接
・

英
会
話
面
接
と
筆
記
試
験

■
募
集
人
員
　
1
5
人

■
派
遣
資
格
　
①
2
0
歳
～
3
0
歳

②
簡
単
な
日
常
英
会
話
が
で
き

る
人
③
学
生
は
除
き
ま
す
。

■
本
人
負
担
　
1
6
万
円

　
〈
韓
　
国
　
班
〉

■
選
考
試
験
　
▼
期
日
…
6
月

n
日
㈹
　
▼
内
容
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
班
と
同
じ
。

■
募
集
人
員
　
1
5
人

・
派
遣
資
格
①
1
8
歳
～
3
0
歳

②
そ
の
他
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

班
と
同
じ
。

▼
応
募
期
間
　
5
月
2
0
日
ま
で
。

▼
試
験
会
場
　
新
潟
県
庁

▼
申
し
込
み
　
十
日
町
市
公
民

館
（
盈
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

応
募
用
紙
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

身
障
者
研
修
旅
行

　
青
年
会
議
所
・
杜
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
第
2
2
回
重
度
（
1
・

2
級
）
身
体
障
害
者
研
修
旅
行

を
行
い
ま
す
。
今
回
は
列
車
の

旅
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
ふ

　
　
　
　
　
　
一
＝
　
▼

　
　
　
　
　
■
　
　
一

　
　
　
　
　
り
ま

＊商工観光課

　〈盈内線234＞

商工観光課が2階東
側から市長室の隣り

　に事務室を移転しま

　
　
参
加
く
だ
さ
い

る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
5
月
1
9
日
㈹

■
と
こ
ろ
　
長
野
市
「
善
光
寺
」

■
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
ω
ま

で
に
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

（
盈
内
線
鵬
）
へ
。

　
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　
こ
の
研
修
旅
行
を
お
手
伝
い

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
働
青
年
会
議
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
智
5
7

　
5
1
1
1
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
の

か
事
た
好
も
会
盈
会
東
北

　
　
し
大
局
社

　　大好き十日町会事務
　　局も同室となります。

　　＊社会福祉協議会

　　　く盈内線150＞

　　社会福祉協議会が1
　　階東側から市民ホー

　　ル北側へ移転しまし

計塞

画郡

　課市
左岸対策室

〈2階〉

●

建
設
課

水道局　下水道課

團
一
阿

商工
観光課

室長市

→　　　た
　　　　o
　　＊信濃川左岸対策室

　　　〈暦内線276＞

　　　克雪都市計画課（2

　　　階）に移転しました。

　会計課L墾亘」　保
　　　　　　　　　健

面］　一ルl
　　　　　　　　　　i

雪
　
害

対
策
室

社
会
福
祉

協
議
会相談室

〈1階〉正面入口

ヱ9とおガ夢3平成3年4月10日
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繍懸霧

　4月から盛蛾だ嚢さ灘の事業葱スター陰
　　　　　　　　　　　　　犀【　　捉　　　　　　　　

、“1．．，　　　　　　　　　　髭　　　　　　　　瓢

　　　　　　備●2も・ま『

　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市公民館
　　　　　　　　　　　　　　　　学校町1盈57－5011

より充実した人生を送るために

あなたの黛新しい生き万”

　見つけませんか！

焼　　き　　物
　（昼コース）

初級英会話

焼　　き　　物
　（夜コース）

男　の　料理

くらしの健康

十日町再発見

絵 画

太平記と妻有郷

初心者向けの入門教室で、手捻りのひもづく
りから学習します。

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも
困らない程度の英会話入門教室です。

手づくり作品を楽しみ、暮らしを豊かにする
技術を身につけましょう。

これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」
「居厨人」にもなりましょう。

健康づくりのための知識や病気の予防法を学
びます。適切なアドバイスもします。

「見る」「食べる」「調べる」などバラエティ

ーに富んだ内容で学習します。

絵筆を持ったことのない人の絵画入門教室で
す。スケッチにも出かけます。

今話題の「太平記」そこに描かれた大井田氏をは

じめとする妻有一族の活躍は…ビデオで振り返る。

毎週（幻
午後1二30～

毎週㈹
午後7二〇〇～9：00

　第2・4㈹
午後7二〇〇～9二〇〇

毎週㈱
午後7：00～9：00

　第2・4㈹
午後7二〇〇～9二〇〇

開講式

期　問

4月23日（幻午後1二30～3：30焼き物（昼）、午後7：00～9：00初級英会話、

焼き物（夜）、男の料理、くらしの健康　4月24月㈱午後1二30～3二30十

日町再発見、午後7：00～9：00絵画、太平記と妻有郷

4月～12月　経　費／入講料1，000円　ハガキ8枚用意

コ
ー
ス
学
習

　　▲
一
＿
　
　
売 鴎
手
　
　 芸

≡　　　滞　　生きがいのある、豊かなくらしを！

暮らしに役立つ手作り作品を楽しむ。 第1・3（幻午後1二30

詩　　吟 吟詠の基礎を学び、詩の心を理解する。 第2・4㈲午後1二30

写　　真 撮影の基礎を学び、自然を表現する。 第1・3（幻午後1二30

工　　芸 紙粘土で人形、花の製作をする。 第1・3㈹午後1：30

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　句 俳句を通して自然の心を表現する。 第2・4（火》午後1：30

習　　字 習字の基礎を学ぶ。 第2・4（幻午前9：30

いけ花 基礎を学び、心の豊かさを身につける。 ．第1・3㈲午後1二30

全体学習 映画、講義、話し合い 第1・3（幻午前9二30

開級式　4月16日（幻午前9二30～11：30　映画、学習計画、役員選出

期　間　4月～3月　経　費／年間1，000円（入講料、自治会費）

　　ハガキ11枚用意
定　員　60歳以上の人

　〈と　き〉4月26日㈲午後7時～9時

　〈ところ〉十日町市公民館（学校町2）

　〈講師〉赤沢計長氏（新潟大学教授）

　　　　　　〔羅欝地規辮辮籍代中世史〕

薫

お話のへやに
　おいでください

　子どもたちと一緒に、絵本や

お話しの世界で、ゆっくり心を

あそばせてみませんか。

と　き　4月20日仕）

　　　午後2：00～2二40

対象幼児、小学生
内容手あそび、語り、絵本、

　　　パネルシアター

主　催　読み聞かせの会

　　　　「どんぐり」

　「全国大井田氏サミット」開催

　全国の大井田家の主流は、新田義貞父

子に従って南朝に尽した、新田系里美氏

の流れをくむ越後大井田氏であります。

　NHK大河ドラマ「太平記」に、北条幕

府討伐で活躍した大井田経隆や越後新田

一族が登場いたします。

　こうした事情を考えて5月10日翻から

12日（日）にかけ、「十日町きものまつり」に

合わせて、全国の大井田氏が参集して「全

国大井田サミット」を開催します。
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叢役1所鶴纏57－3躍墾泌　櫛報48チ叢嫁3一のです

癒
撫
な
麟
嚢
蕪
ツ
反
検
査
・
B
C
G
接
種

■
該
当
す
る
子
ど
も

　
①
平
成
元
年
・
平
成
2
年
に

生
ま
れ
た
子
。
②
4
歳
未
満
で

今
ま
で
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

（
ツ
反
）
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
子
。
③
4
歳
未
満
で
B

C
G
の
対
象
に
な
っ
た
が
接
種

を
受
け
な
か
っ
た
子
。
④
4
歳

未
満
で
昨
年
B
C
G
接
種
を
受

け
た
子
。
た
だ
し
、
一
昨
年
昨

年
と
続
け
て
ツ
反
検
査
を
受
け

て
い
る
子
を
除
く
。
⑤
4
歳
未

満
で
昨
年
再
ツ
反
検
査
を
受
け

て
（
母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接

種
欄
に
再
と
記
入
）
疑
陽
性
だ

っ
た
子
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

　
①
前
回
の
ツ
反
検
査
が
陽
性

だ
っ
た
子
．
②
体
に
広
く
湿
し

ん
の
あ
る
子
。
③
発
熱
し
て
い

た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ

る
子
。

■
注
意
す
る
こ
と

　
①
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後
、

受
付
で
問
診
票
を
渡
し
ま
す
の

で
、
判
定
・
B
C
G
の
と
き
当

対
象
地
区

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種

判
定
・
B
C
G

受
付
時
間

接
種
会
場

月
　
　
日

月
　
　
日

馬
場
小
学
校
区

（
珠
田
分
校
区
）

4
月
2
3
日

　
㈹

4
月
2
5
日

　
㈲

午
後
2
時
～

　
　
2
時
1
0
分

馬
場
小
学
校

そ
の
他
の
地
区
は
5
月
8
日
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
4
月

25

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
の
健
康
状
態
（
朝
・
昼
の
体

温
）
を
記
入
し
て
来
て
く
だ
さ

い
。
問
診
票
に
は
必
ず
印
鑑
を

つ
い
て
く
だ
さ
い
．
②
ッ
ベ
ル

ク
リ
ン
・
B
C
G
接
種
後
、
も

ん
だ
り
、
こ
す
っ
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
当
日
の
入
浴
は

さ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

　
①
母
子
健
康
手
帳
②
（
判

定
・
B
C
G
の
と
き
）
記
入
・

押
印
し
た
問
診
票
③
十
日
町
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
あ
る

市
町
村
で
発
行
し
た
「
予
防
接

種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
智
内
線
瑚
・
㎜
）
へ
。

襲罰交遍安全キャンペーン

圃新入学（園）児童を交通事故から

！撫享を・の重1蟻i聾

大事故が毎年多く発生し一　　1、．，．9

ています。各家庭でも十

分注意しましょう．製・塗

3月中の交通事故発生状況　　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成3年 9（28） 10（30） 0（0）

平成2年 12（33） 18（48） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成3年 8（19） 11（26） 0（0）

平成2年 1（5） 1（9） 0（0）

計
平成3年 17（47） 21（56） 0（0）

平成2年 13（38） 19（57） 0（1）

　　　　　　道路横断中に衝突
　　一套。）

　　陰　　　3月15日働午後6時30分ご

　　　　　ろ、北鐙坂地内の県道上で71

歳の女性が道路横断の際、右側からの車

をやりすごし横断を開始したところ、左

側から来た38歳男性の運転する普通乗用

車にはねられ足等に重傷を負いました。

運転中は油断なくゆとりをもって運転を。

屋外体育施設使用料（開設4月一11月）

施　　設　　名 AM5＝00～PM7＝00 PM6＝00～PMlO＝00備考

野　　　　球　　　　場
〔信婆川運総園〕

運　　動　　広　　　場
（岩野山、東部、飛渡）

1時間　　500円
一
専
用
一
の
み

城　ヶ　丘　野球　場 1　時　間　500円
夜間照明使用　30分2，000円加算

市営笹山野球場 1時間　　800円

青少年運動広場
信濃川運動公園サッカー場 1時間　　400円

一
専
用
一
優
先

信濃川運動公園庭球場 1時間　1面100円

城　ヶ　丘　庭球場
1時間1面100円
夜間照明使用二30分1面300円加算
（「個人」「年間」使用の場合も加算）

陸
上
競
技
場

競　　　技　　　場

芝生部分のみ使用

団体練習使用

1時間2，000円

1時間　800円
1時間　1団体1，000円

一
の
専
み
用
一

本部室、会議室
審判員役員室

1時間　　1室200円　　　　　　1時間　　1室250円
（大会等での使用は競技場使用料に含まれる）

水
沢
運
動
公
園

野　　　球　　　場
庭　　　球　　　場

ゲートボール場

1時間　　　500円
1時間　1面100円
1時間　1面100円

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

総合公園野球場
・噺：擁麓：：糊円
夜間照明使用二30分3，000円加算

一
専
用
一
の
み総合公園庭球場

　　　　※1面1時間　・被保険者等…600円

　　　　・その他の者…800円

ぎ
繋
、

　
　
乙

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
，
’

　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
く

　
　
　
　
，
　
　
一

　
　
　
　
　
つ
じ

　
　
　
　
4
鐸

武道会員

　を募集
対　　象 練習日 会場

柔　　道
小学生～一般 月・水・金の 練武

習道
（男女問わず） 午後7時～ 日館

にの

空　　手
幼児～一般

月・水・木・金の

午後7時～

お各
い道
で場

（男女問わず） 〔※鴛複魏は〕 くで
だ行
さ　つ

相　　撲
小学生～一般 月・水・金の いて・い
（男子のみ） 午後7時～ ま

す
Q

小学2年～一般 月・金の

希
望

剣　　道〔畢徽離／ 午後7時～
者
は
、

〔毒縢籍謝鞭が〕
4月の無料開放日は25日休）です。

■許可証交付（抽選日）4月17日㈱

※黛被保険者等”→雇用保険の被保険者等
欝灘驚撫蛙、繋欝課・灘馨榛嚢銚翻籔3禰

2ユとFお』げ詐．豊平成3年4月10日



新道

　
西
枯
木
又
は
、
旧
中
条
村
の
国
道

か
ら
十
五
キ
ロ
も
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
小
さ
な
集
落
で
あ
る
。
か
つ
て

は
十
数
軒
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
三

軒
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
東
へ
、
南
魚
沼
郡
に
通

じ
て
い
る
一
本
の
道
が
あ
る
。
正
式

名
称
は
「
県
道
城
内
焼
野
線
」
で
あ

る
が
、
一
般
的
に
は
「
春
川
新
道
」

の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
村
の
住

人
、
春
川
元
七
の
献
身
的
努
力
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
た
め
に
、
そ
う
呼
ば

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
春
川
元
七
は
、
明
治
八
年
（
一
八

七
五
）
に
西
枯
木
又
に
生
ま
れ
た
。

県
立
農
学
校
を
卒
業
後
は
、
農
業
の

分
野
で
広
く
指
導
的
立
場
で
活
躍
し

た
。　
し
か
し
、
地
域
の
発
展
は
、
道
路

の
開
発
整
備
に
よ
る
他
地
域
と
の
交

流
以
外
に
な
い
と
確
信
し
、
明
治
二

十
六
年
（
一
八
九
三
）
以
後
、
新
道

　
　
　
　
て
い
し
ん

の
開
発
に
挺
身
す
る
。

　
以
来
元
七
は
、
多
く
の
困
難
や
障

害
と
戦
い
な
が
ら
、
道
路
の
開
発
に

向
け
て
情
熱
を
傾
け
て
い
く
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
そ
の
道
路
の
完
成

を
見
な
い
ま
ま
、
昭
和
九
年
、
五
十

九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
元
七
の
功
績
を
讃
え

る
意
味
で
生
ま
れ
た
の
が
、
「
春
川
新

道
」
と
い
う
呼
称
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
、
春
川
新
道
の
入
り
口
、
南

魚
沼
方
面
に
向
か
っ
て
左
側
の
小
高

い
丘
に
、
堂
々
と
し
た
石
碑
が
建
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う

て
い
る
。
あ
た
か
も
春
川
新
道
を
鳥

か
ん轍
す
る
か
の
よ
う
に
。

　
碑
の
表
に
は
「
郷
士
春
川
元
七
碑
」

と
あ
る
。
　
「
郷
士
」
と
は
、
諸
橋
大

漢
和
に
よ
れ
ば
「
郷
ざ
む
ら
い
」
と

あ
る
。
力
強
く
人
生
を
生
き
抜
い
た

元
七
を
象
徴
す
る
、
ま
こ
と
に
ふ
さ

わ
し
い
称
呼
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。春川元七翁顕彰碑

解
夢
葺
一
薙
桜
ス
麟
引
鶴
巌
飴
で
三
つ
の
金
メ
ダ
ル

　
第
十
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
キ
i
競
技
会
兼
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
、
三
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
市
内
吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
身
長
一
六
三
独
．
体
重
五
三
キ
。
の
小

柄
な
佐
藤
君
は
、
全
国
二
十
都
道
府

県
か
ら
参
加
し
た
、
二
百
人
を
越
え

　
　
⑬

＼
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

真
黒
に
日
焼
け
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
な
が
ら
、
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
夏
場
に
は
早
朝
に
、
部
員
と
週
二

回
m
キ
。
か
ら
1
5
キ
。
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ

ー
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
雨
や
雪
の
日
に

も
一
年
中
ハ
ー
ド
な
練
習
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
指
導
の
先
生
に

恵
ま
れ
た
こ
と
が
全
国
制
覇
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

る
中
学
生
、
高
校
生
を
相
手
に
大
差

の
タ
イ
ム
で
抑
え
、
男
子
1
0
キ
。
ク
ラ

シ
カ
ル
な
ど
三
種
目
に
優
勝
。
日
本

一
の
栄
冠
と
い
う
初
の
快
挙
に
、
ス

キ
ー
協
会
員
や
地
元
応
援
団
を
沸
き

返
ら
せ
ま
し
た
。

　
「
全
国
か
ら
強
豪
選
手
が
出
場
す

る
の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慣

れ
た
雪
質
と
地
の
利
を
生
か
し
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　灘

臨滋

、
彊

　
　
　
　
　
　
灘
謹

　
一
月
に
は
中
越
地
区
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
と
県
中
学
校
ス
キ
i
大
会
、

二
月
に
は
北
海
道
名
寄
市
で
行
わ
れ

た
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
な
ど
、

い
ず
れ
も
優
勝
ま
た
は
二
位
と
競
技

を
重
ね
る
た
び
に
安
定
し
た
成
績
を

お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
四
月
か
ら
は
高
校
生
、
一
層
練

習
を
積
み
、
ス
キ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
優
勝
が
目
標
」
と
闘
志
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。

佐藤成展選手・＋日田

　　（吉田中卒・南鐙坂

然
駕
自
子
の
科
力

ち
鯉
バ
ま
訪
か
ジ
お
諒
と
シ

　
山
の
林
の
縁
、
や
や
湿
っ
た
と
こ
ろ

に
生
え
る
ユ
リ
科
の
常
緑
多
年
草
で
す
。

雪
消
え
と
と
も
に
紅
紫
色
の
花
を
咲
か

せ
春
を
告
げ
る
花
で
す
。

　
葉
は
根
も
と
か
ら
放
射
状
に
広
が
り
、

そ
の
真
ん
中
か
ら
花
茎
を
伸
ば
し
ま
す
。

古
い
葉
の
先
か
ら
根
や
芽
（
不
定
根
）

を
出
し
ま
す
。

　
当
地
方
で
は
「
オ
ユ
メ
シ
バ
ナ
」
「
ザ

ル
カ
ケ
バ
ナ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。　

　
一
編
一
集
一
後
記
一

　
先
月
号
の
編
集
後
記
に
指
が
一
時
不

自
由
に
な
っ
た
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
治

療
を
し
て
い
た
だ
い
た
某
先
生
か
ら
ハ

ガ
キ
を
い
た
だ
い
た
り
、
た
く
さ
ん
の

人
か
ら
「
治
っ
た
か
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
。
市
報
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん

だ
な
と
、
安
心
と
と
も
に
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
広
報
マ
ン
の
励
み
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
い
ろ
ん
な
声
。
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も
市
の

情
報
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
お
届
け
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
⑱
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